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平成２３年第３回羅臼町議会定例会（第１号） 

 

平成２３年９月１５日（木曜日）午前１０時開議 

 

──────────────────────────────────── 

 

○議事日程 

 日程第 １ 会議録署名議員の指名 

 日程第 ２ 会期の決定 

 日程第 ３ 諸般の報告 

 日程第 ４ 町長行政報告 

 日程第 ５ 一般質問 

 日程第 ６ 議案第３７号 羅臼町教育委員会の委員の任命につき同意を求めることに

ついて 

 日程第 ７ 報告第１４号 専決処分した事件の承認について 

 日程第 ８ 議案第２９号 平成２３年度目梨郡羅臼町一般会計補正予算 

 日程第 ９ 議案第３０号 平成２３年度目梨郡羅臼町国民健康保険事業特別会計補正

予算 

 日程第１０ 議案第３１号 平成２３年度目梨郡羅臼町介護保険事業特別会計補正予算 

 日程第１１ 議案第３２号 平成２３年度目梨郡羅臼町国民健康保険診療所事業特別会

計補正予算 

 日程第１２ 議案第３３号 羅臼町町税条例の一部を改正する条例制定について 

 日程第１３ 議案第３４号 羅臼町国民健康保険診療所設置条例の一部を改正する条例

制定について 

 日程第１４ 議案第３５号 羅臼町国民健康保険診療所基金の設置管理及び処分に関す

る条例の一部を改正する条例制定について 

 日程第１５ 議案第３６号 公の施設に係る指定管理者の指定について 

 日程第１６ 認定第 １号 平成２２年度目梨郡羅臼町一般会計歳入歳出決算認定につ

いて 

 日程第１７ 認定第 ２号 平成２２年度目梨郡羅臼町国民健康保険事業特別会計歳入

歳出決算認定について 

 日程第１８ 認定第 ３号 平成２２年度目梨郡羅臼町介護保険事業特別会計歳入歳出

決算認定について 

 日程第１９ 認定第 ４号 平成２２年度目梨郡羅臼町老人保健事業特別会計歳入歳出

決算認定について 

 日程第２０ 認定第 ５号 平成２２年度目梨郡羅臼町後期高齢者医療事業特別会計歳
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入歳出決算認定について 

 日程第２１ 認定第 ６号 平成２２年度目梨郡羅臼町国民健康保険診療所事業特別会

計歳入歳出決算認定について 

 日程第２２ 認定第 ７号 平成２２年度目梨郡羅臼町水道事業会計歳入歳出決算認定

について 

 日程第２３ 報告第１５号 平成２２年度決算に基づく健全化判断比率の報告について 

 日程第２４ 報告第１６号 平成２２年度決算に基づく資金不足比率の報告について 

（日程第１６、認定第１号～日程第２２、認定第７号及び

日程第２３、報告第１５号及び日程第２４、報告第１６

号 ９件一括） 

 日程第２５ 発議第 ６号 羅臼町議会委員会条例の一部を改正する条例制定について 

 日程第２６ 発議第 ７号 釧路・根室地域における看護専門学校の早期開設等に関す

る意見書 

 日程第２７ 発議第 ８号 国民健康保険に対する国庫負担の増額を求める意見書 

 日程第２８ 発議第 ９号 森林・林業・木材産業施策の積極的な展開に関する意見書 

 日程第２９ 発議第１０号 東日本大震災からの復旧・復興及び地域経済の活性化を求

める意見書 

 日程第３０ 各委員会閉会中の所管事務調査の件 

──────────────────────────────────── 

○出席議員（１０名） 

  議 長 １０番 村 山 修 一 君         １番 湊 屋   稔 君 

       ２番 田 中   良 君         ３番 髙 島 讓 二 君 

       ４番 髙 村 和 史 君         ５番 小 野 哲 也 君 

       ６番 坂 本 志 郎 君         ７番 鹿 又 政 義 君 

       ８番 佐 藤   晶 君         ９番 松 原   臣 君 

──────────────────────────────────── 

○地方自治法第１２１条により説明のため出席した者 

 町     長  脇   紀美夫 君   副 町 長         鈴 木 日出男 君 

 教  育  長         池 田 栄 寿 君   監 査 委 員         浦 﨑 賴 男 君 

 教 育 委 員 長         石 川   勝 君   総 務 課 長         川 端 達 也 君 

 企画振興課長         久保田   誠 君   企画振興課参事         佐 藤 行 広 君 

 税務財政課長         野 理 幸 文 君   税務財政課長補佐         櫻 井 房 雄 君 

 環境生活課長         五十嵐 勝 彦 君   保健福祉課長         渡 辺 憲 爾 君 

 保健福祉課長補佐         洲 崎 久 代 君   地 域包括ケ ア支援 センター 課長         斉 藤 健 治 

君  水産商工観光課長         石 田 順 一 君   水産商工観光課長補佐         堺   昇 司 

君  建設水道課長         高 橋 力 也 君   建設水道課長補佐         北 澤 正 志 君 
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 学 務 課 長  太 田 洋 二 君   社会教育課長         中 田   靖 君 

 郷土資料室長         涌 坂 周 一 君   診療所事務長         工 藤 勝 利 君 

 診療所事務課長         対 馬 憲 仁 君   会 計 管 理 者         嶋   勝 彦 君 

──────────────────────────────────── 

○職務のため議場に出席した者 

 議会事務局長         寺 澤 哲 也 君   次     長  大 沼 良 司 君 
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──────────────────────────────────── 

午前１０時００分 開会 

──────────────────────────────────── 

◎開会・開議宣告         

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） おはようございます。 

 ただいまの出席議員は１０人です。定足数に達しておりますので、平成２３年第３回羅

臼町議会定例会を開会します。 

 これから、本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１１６条の規定によって、１番湊屋稔君及び２番田中良

君を指名します。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第２ 会期の決定 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第２ 会期決定の件を議題とします。 

 お諮りします。 

 本定例会の会期については、議会運営委員会で協議をしていただき、本日１日としたい

と思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村山修一君） 異議なしと認めます。 

 したがって、会期は本日１日と決定しました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第３ 諸般の報告 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第３ 諸般の報告を行います。 

 北海道町村議会議長会主催の町村議会議員研修及び羅臼町議会議員道内行政視察の結果

について報告がありました。 

 次に、羅臼町監査委員から、例月出納検査の結果について報告がありました。資料は、

議長の手元に保管しています。 

 これで、諸般の報告を終わります。 
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──────────────────────────────────── 

◎日程第４ 町長行政報告 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第４ 町長から行政報告の申し出がありましたので、これを

許します。 

 町長。 

○町長（脇 紀美夫君） おはようございます。 

 本日、第３回羅臼町議会定例会を開催いたしましたところ、全議員皆様の御出席を賜

り、提出議案等の御審議をいただけますことにつきまして、御礼を申し上げたいと存じま

す。 

 お許しをいただきましたので、３件の行政報告をさせていただきます。 

 １件目は、知床羅臼町体験学習推進協議会の設立についてであります。 

 近年、各市町村では、道内外からの中高生の修学学習旅行やグリーンライフツーリズム

などを受け入れるべく力を注いでいるところであります。 

 当町は、世界自然遺産の地として魅力にあふれ、質の高い体験メニューを提供できると

自負しておりますが、受け入れには学校や旅行会社に対して安心を与えることが不可欠と

言われております。 

 そのようなことから、８月２９日に知床羅臼町体験学習推進協議会を設立し、今後、積

極的に誘致活動を展開し、オール羅臼での受け入れ体制を構築したところであります。 

 なお、協議会は、町、羅臼漁業協同組合、羅臼町商工会、知床羅臼町観光協会の４団体

が幹事団体となり、羅臼町連合町内会外１５団体が協力団体として組織されました。 

 交流人口の拡大にもつながることでもあり、全町民的な理解と協力もお願いしていきた

いと思っているところでございます。 

 次、２件目は、地域情報通信基盤、いわゆる光ファイバー網の整備についてでありま

す。 

 本年３月に、羅臼町商工会が事務局となり羅臼町光通信を推進する会が設立され、光

ファイバー網の整備に向けた活動を行ってきたところでありますが、このたび、ＮＴＴ東

日本様の御理解をいただき整備されることとなり、フレッツ光回線が１２月１日から開通

することに決定いたしました。 

 光ファイバー網が整備されることによって社会活動や経済活動の可能性が広がり、地域

の発展の手段として有効的に活用されていくことを期待しております。 

 この整備によりまして、今回は礼文町から共栄町までの羅臼局、いわゆる８７局のみの

開通となりますが、全町的に整備が図られますよう、今後も羅臼町光通信を推進する会と

連携しながら、引き続き要望してまいります。 

 ３件目は、羅臼地方卸売市場における、９月１３日現在の鮮魚の取扱高状況でございま

す。お手元に資料を配付しているところでございますけれども、総体的には、数量では前
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年の６８％、金額では昨年同期の７９％というふうに減尐している状況にございます。 

 なお、サケ漁も、全漁場網入れが終わりましたので、その漁獲に期待するところであり

ますが、けさ、５万３,０００本の水揚げがあったと情報をいただいております。 

 また、イカ漁につきましては、昨日、外来船が一挙に羅臼漁港に集結し、約１００隻を

カウントしてございますけれども、早速、操業が始まり、けさ、イカ釣り船で５８トン、

定置で１１０トンが水揚げされたという報告を受けております。 

 今後の豊漁と安全操業に期待をするところでございます。 

 以上３件、行政報告を申し上げました。ありがとうございました。 

○議長（村山修一君） これで、行政報告は終わりました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第５ 一般質問 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第５ 一般質問を行います。 

 順番に発言を許します。 

 ４番髙村和史君。 

○４番（髙村和史君） おはようございます。通告に従いまして、提言をまじえて、質問

席から一般質問をさせていただきます。 

 ２００４年、今から１１年前以上になろうかと思いますけれども、４月に地方分権一括

法が施行されました。地方の自主的な裁量を高め国の関与を尐なくする、住民サービスは

より身近な自治体が権限と責任を持って行うとされました。そして、翌年に発足しました

小泉政権によって、「聖域なき構造改革」の一環として、地方分権改革と規制緩和の流れ

の中で、これまで出資法人などに限られていた公設の施設の管理運営を、自治体が指定す

る法人やその他の団体に行わせる制度としての指定管理者制度が２００３年度からスター

トしました。 

 当町も２００５年に、同制度にかかわる条例を制定しております。 

 今回、新たに建設をする町立診療所についても、この指定管理者制度を活用して運営さ

れるものと私なりに認識しております。改めまして、指定管理者制度の、町として、また

町民を含めたメリットについて、まずは１点、町長の考え方をお聞きしたい。 

 続きまして、新たに建設する町立診療所は、指定管理者制度のもとで、町が指定した指

定管理者に運営をゆだねていくものと認識しております。 

 そこで、新しい診療所の利用者は、また、診療所そのものの開設者は、町民全体でもあ

るわけでございます。利用者、所有者としての町民のチェック機能も、これは必要かと思

います。同時に、また、診療所の運営についても、運営に協力をしていくという視点から

の協定書第３８条の３に示されております羅臼町国保診療所運営協議会の設置を考えてお

りますが、協議会の運営委員等の構成メンバーはどのように考えておられるのか、現在考

えられている範囲でよろしいので、お答えを願いたい。 
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 さらにはまた、身近に診療所が再建されることにより、遠くまでの通院が緩和された

り、保健・福祉・医療の連携により住民の健康維持と国保会計の改善が期待されたりする

など、これまでの町民負担をふやさないことも新しい診療所の果たすべき役割として求め

られるべきだと考えます。そのために、町と診療所の日常的な連携や町としての診療所に

対する適切な指導が必要になってくると思います。そのために診療所への町職員の常駐派

遣も検討をなされるべき課題ではないかと思いますが、この点についても町長の考えをお

示し願いたいと思います。 

 今回の指定管理者制度導入に伴う現看護師を含め、町職員の待遇については、職員組合

とは既に話し合い等は行われていると思います。確認のために質問をさせていただきま

す。 

 現在の診療所の職員は、町職員という身分であるが、今後の身分はどのようになるの

か、お聞きしたい。 

 また、新体制になることによって退職となれば、本人の意思ではない退職と考えられる

部分もあります。ここで、行政として、町長として、退職金については、勧奨制度のよう

な上乗せ等はないのか。また、新診療所への勤務を町からの出向として考えはないのか、

お聞きしたいと思います。 

 次、羅臼の基盤産業でございます水産業に対する質問。 

 当町の基幹産業である水産業にかかわり、とりわけ町長がオール羅臼で取り組みをされ

ている、いわゆるロシアトロール船によるスケソウ資源の枯渇と漁業被害についての質問

をさせていただきます。 

 この問題につきましては、まさに２０年以上にわたる深刻な課題となっております。大

きな背景には、北方領土問題が解決していないことがありますが、その中にあって、政府

間協議や民間協定がこの間続けられてきました。また、日本政府の責任として、漁具被害

などに対する賠償も求めておりますが、なかなか解決策が見出せないのが現実のようでご

ざいます。 

 私は、２０年間、いろいろな交渉の過程の中で、交渉する段階においては、もうちょっ

と政府機関等に発想を変えた提案も、今リセットする時期ではないかと思います。 

 我が町は御存じのとおり、知床世界自然遺産の中で、スケソウの産卵場所があります。

その資源を守ることが自然遺産の貴重な生態系を維持する上で非常に重要な課題でありま

す。対ロシア、世界に向けて、改めて、この世界自然遺産にかかわる漁業のトロール船問

題を発信することも必要かと思いますが、町長の考え方をお示しいただきたいと思いま

す。 

 このロシアトロール船問題に関しては、羅臼町にとりましても、地域の大きな課題であ

ると同時に、我が国としての国際的な自然保護や資源管理のあり方にもかかわる課題だと

思います。私自身、国後島を含む北方海域の操業に関する、ロシア政府の不法な漁業手法

に憤りと怒りを感じているところでございます。 
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 ７月２７日に、根室海峡におけるロシア連邦トロール船操業について、要望書を政府及

び関係機関に提出されました。また、この問題に関しても町民の期待も大きい問題でござ

います。各要望先からの回答があるのみで結構でございます。回答があったら、内容をお

示し願いたいと思います。 

 世界自然遺産登録に向けての条件としては、自然保護を初め、漁業者を含めた資源管理

であったと記憶しております。４年間、私の落選中は、この後の形態が変わっていなけれ

ば、これはこのまま継承されていると思いますので、この自然保護等を初め、漁業者を含

めた資源管理であったと、このように私は記憶しております。 

 これまで、町では、資源保持に努めておりますが、そういう努力をしている。いろいろ

な政策で頑張っていますということです。ロシアのトロール操業による乱獲により水産資

源が枯渇している状況であると感じております。知床の水産資源を保持していくために

は、ロシア政府の協力は絶対に必要であると考えることから、自然保護の権威である世界

的な組織であるユネスコへの働きかけも必要ではないかと思います。町としての考え方を

お聞きいたします。 

 以上をもちまして、質問席の質問を終わらせていただきます。誠意ある理事者の御答弁

を期待いたします。 

 ありがとうございます。よろしくお願いします。 

○議長（村山修一君） 町長。 

○町長（脇 紀美夫君） ただいま髙村議員より２件の御質問をいただきました。 

 まず１件目の指定管理者制度に対して、４点の御質問であります。 

 １点目は、指定管理者制度のメリットについてであります。 

 指定管理者制度は、公の施設の管理運営において、民間事業者などのノウハウを活用し

つつ、住民サービスの向上とともに、経費の削減を図ることを目的としております。 

 羅臼町国民健康保険診療所にかかわる社会医療法人孝仁会を指定管理者とする制度の導

入につきましては、具体的には、２４時間救急対応や二次・三次医療圏との連携による一

次救急医療体制の整備、作業療法士等の派遣によるリハビリテーション機能の提供など在

宅医療の充実、脳神経外科や整形外科など専門外来の新たな設置に加え、各種健診や人間

ドックなどの充実及び指定管理者と連携した医療講演会等の開催など、住民の健康づくり

の取り組みの促進が図られると考えております。 

 また、運営面につきましては、医療安全管理指針に基づく事故防止対策の実施や安全管

理のための研修などにより、職員及び組織の安全管理対策のレベルアップが図られること

から、より安心・安全な医療提供が期待されるところであります。 

 また、経営面につきましては、薬剤、診療材料などの適切な在庫管理や孝仁会グループ

による共同購入、臨床検査業務や医療機器等の保守点検業務の集約による管理運営経費の

縮減が見込まれております。 

 ２点目は、指定管理者による管理に関する羅臼町国保診療所運営協議会の考え方につい
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てでありますが、指定管理者制度導入後における診療所の運営に関して、評価及び助言等

を行うため、羅臼町国保診療所運営協議会を設置することを予定しております。 

 この協議会の設置につきましては、指定管理者による診療所の管理運営が適正に行わ

れ、安定的で良質な医療サービスが町民に提供されているかなどについて評価するととも

に、診療所の医療機能や、その運営状況などについて町民に開かれたものとし、管理運営

に町民の意見を反映させることに加えて、健全な診療所運営やよりよい医療を提供するた

めの啓発活動なども行うことを考えております。 

 このことから、この協議会には、行政と指定管理者、医療・福祉関係者、町民や学識経

験者など、その設置の目的に添った関係者での構成を考えておりますが、詳細につきまし

ては、他の市町村の事例等も参考としながら、現在、検討を行っているところでありま

す。 

 ３点目の町職員の常駐派遣についてであります。 

 新たに出発する新診療所の運営につきましては、民間の経営ノウハウを生かした効率的

な経営を行うとともに、羅臼町の医療ビジョンに沿った安定的な医療を提供することを基

本方針としており、その実施においては、御指摘のとおり、指定管理者と町が密接な連携

をとりながら運営を進めていくことが重要と考えております。 

 具体的には、指定管理者及び町職員からなる開設準備室を設置し、運営の移行に伴う諸

準備、新診療所の体制づくりを進めることとしており、診療所開設後につきましても、町

内唯一の医療機関として、町の施策と連携した住民への医療提供を円滑に行っていくた

め、指定管理者と町とが密接な連携が図られる体制整備をしてまいります。 

 ４点目の指定管理者制度に伴う町職員の処遇についてでありますが、現在、羅臼町にお

いて、事務職のほか、医療技術職として診療放射線技師と看護師を配置しております。 

 今後の職員の処遇につきましては、一般的には地方公務員法第２８条第１項第４号によ

る分限免職による方法、配置転換による業務の変更を行い公務員の身分を保障する方法、

一たん退職して指定管理者の再雇用を受ける方法の三つの方法が考えられます。 

 町といたしましては、分限免職の対応はとらずに、職員の身分保障を考慮した一般行政

職への職種がえと医療経験を生かした指定管理者となる医療機関への転職について対象職

員に説明し、本人の意思を尊重した対応を進めてまいりたいと考えております。 

 ２件目は、羅臼町の基盤産業の水産業に対する３点の御質問であります。 

 １点目と３点目は関連して、ロシア連邦トロール船操業問題を世界自然遺産の見地から

アプローチすべきとの御質問、御指摘であります。 

 ２００８年ユネスコ世界遺産委員会の諮問機関であるＩＵＣＮの現地調査において、

「スケトウダラの持続可能でない漁獲について、長期的な解決策を見つけるとともに、科

学的な情報の定期的な交換のため、ロシアとの協力を継続すること」と勧告されておりま

す。 

 この勧告を受け、専門家などを主体とした情報交換と課題の発信を目的とした日露隣接
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地域生態系保全協力プログラムが日露政府間で合意しております。 

 これまで、環境省、外務省主催でオホーツク生態系保全・日露協力シンポジウムを２回

開催、環境省の働きかけで日露隣接地域生態系保全ワークショップを１回開催し、研究者

間の情報交換、検討がなされているところであります。 

 今後は、研究者の協力のもと、根室海峡のスケトウダラ資源に関するロシア側のデータ

を提供してもらえるよう調整を進め、引き続き、世界自然遺産の海洋生態系の持続可能な

利用の観点から、ロシア側及び国内の関係機関に対し、トロール船操業の問題について発

信を行うよう、環境省、外務省にお願いしてまいります。 

 ２点目のロシア連邦トロール船操業停止に対する要望活動についてであります。 

 ７月２７日に北海道、翌２８日には外務省、農林水産省、そして道内選出衆参国会議員

に要請してまいりました。要請者は、私と議長、漁業協同組合長、観光協会長、商工会副

会長、漁業関係者といたしましては刺網漁業部会、すけそう刺網部会、安全操業漁業部

会、また、商工関係では、水産加工振興協会、鮮魚買受人組合と、まさにオール羅臼での

要望活動を行ったところであります。 

 要望内容は、水産資源の持続的利用による漁業生産活動を安定的に継続できるよう、根

室海峡でのトロール船操業の即時停止に向けての具体的対応と、安全操業における漁網・

漁具被害にかかわる補てん対策であります。 

 昭和６３年からのロシアトロール船の動向と当町のスケソウ漁獲量の変遷及び安全操業

における漁網・漁具被害の状況を説明し、外務省伴野副大臣、農林水産省筒井副大臣を初

め政府関係者の方々に御理解をいただき、資源保護及び漁具被害について、今後もロシア

政府に申し入れるとの回答をいただきました。 

 また、私自身、８月２日に、衆議院沖縄北方対策特別委員会に参考人として出席する機

会を得ましたので、ロシアトロール船の問題、安全操業の安定的な継続について意見陳述

をさせていただきました。 

 さらには、今回のオール羅臼での要望活動の結果、８月３日、第１７７回通常国会にお

ける農林水産委員会におきまして、自民党の伊東衆議院議員がこの問題を質問し、筒井副

大臣からは、外務省と一緒に交渉を強化し、さらには漁具被害等に関して、日本政府での

補てんを検討する旨の回答を得たものであります。 

 また、８月１０日には、参議院沖縄北方特別委員会で、共産党の紙参議院議員が漁網・

漁具被害の問題を取り上げ、松本外務大臣から「実効的措置をロシアに求めている」「今

後とも働きかける」との答弁を得ており、また、新党大地、浅野衆議院議員のスケトウダ

ラ資源保護と漁網・漁具被害防止の質問書に対し、「ロシアに再発防止措置を講ずるよう

申し入れており、今後も漁具被害防止と漁業資源保護のため実効的な措置を講ずるよう求

めていく」とする政府答弁書が９月６日、閣議決定されているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（村山修一君） 髙村君。 
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○４番（髙村和史君） まず、指定管理者制度の再質問をさせていただきます。 

 私の危惧していた質問は、大変的確で理解できました。ただ、この法案そのもの、制度

そのものは大変若い制度でございます。この指定管理者制度に対するメリット、デメリッ

ト、いろいろ長所、短所あろうかと思いますが、医療制度に対する指定管理者制度という

のは余り全国にも、こういう制度の中では類がないのです。ですから、さらに、ここで細

部に対して私は質問は避けたいと思いますが、まずは、町長が冒頭言われましたように、

ちょっと２点、３点だけ言わせてもらいますと、指定管理者制度の主たる目的は何だと言

われましたとき、広く民間事業等に公の施設の、いわゆる管理を代行させる、そしてま

た、町民サービスの向上、それから経費の節減を図る、効率的、なおさら効果的に対応し

ていくというのが指定管理者制度の目的ではないかと思いますが、理事者皆様方もこれは

もう御存じのことだろうと思いますけれども、ただ、私が一番懸念される部分で、これは

どうなのかと、町民に発信する部分で、協定書の、不採算の補てん額の限度額が１億２,

０００万円となっておりますね。町財政が赤字の決算になっても、この協定書どおりに履

行するのですか、また、できるのですかという、ちょっと１点、この問題に関してはお聞

きしたいと思います。 

○議長（村山修一君） 副町長。 

○副町長（鈴木日出男君） ただいまの質問でございますが、今日まで、羅臼町の診療所

の管理運営、あるいは診察等に支援をいただけるということで、２０回にわたる、それぞ

れ話し合いをさせていただいてきております。その中にあって、今日までの羅臼町の国保

病院、あるいは現在の診療所の経営収支を見ても、今後、２４時間救急、そういった不採

算の部分を抱えるとすれば、この１億２,０００万円というような状況の中で、孝仁会に

も十分御理解をいただいたというふうに思っております。 

 したがいまして、孝仁会としても、できるだけ自治体に迷惑をかけないようなことで運

営をしていければという強い言葉もいただいておりますので、この限度額については、ど

んなことがあろうとも、これは支出していくという考えでおります。 

 以上でございます。 

○議長（村山修一君） 髙村君。 

○４番（髙村和史君） そうですね、こういう状況の中で、医療だけは確保しなければい

けないと思うけれども、ただ、この不採算部分は、行政も、町民も、受託者の孝仁会も、

やはりできるだけこの額が減らせるような、そういう努力姿勢というのは必要かなと。 

 次の質問に移ります。 

 いずれにしても、先ほど私が言いましたように、指定管理者制度そのものが制度として

大変若いということを言いましたけれども、私は、この指定管理者制度にちなんで、一

つ、提言というか、苦言を申すのであれば、羅臼町国民健康保険診療所の指定管理者によ

る管理に関する協定書、案ですね、今のところね、双方、内容をきちんと把握していただ

きたいと。そしてまた、この協定書は履行しなければいけない、これが原則です。今議会
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での指定管理者、孝仁会病院の案件が上程されておりますが、議会の賛成の同意が得られ

た場合も、再度、基本協定に基づいて、今後も町民が望んでいる医療、そしてまた福祉、

健康の充実と安心・安全に、町として本当に思えるようなまちづくりの構築が必要である

と考えます。行政もこの指定管理者が可決されましたら、さらに特段の政策の姿勢が必要

であると考え、町長の指定管理者に対する決意を再度お聞きしたいと思います。 

○議長（村山修一君） 町長。 

○町長（脇 紀美夫君） お答え申し上げます。 

 髙村議員お話しのように、指定管理者制度ができてまだ時間もたっていないと、まだ成

熟されていないという状況であります。したがって、今回の我が町における指定管理者制

度のみならず、全国的にいろいろな指定管理者制度が導入されている過程にありますけれ

ども、当然これは初めての試みということもございます。先ほど副町長が申し上げました

ように、２０回以上にわたる協議を重ねてきた結果、一定の協議が調ったということでご

ざいます。したがって、その内容を十分お互いに精査した中でもって積み上げているとい

うこともございます。 

 今回の我が町における指定管理者制度、診療所の運営ということに関しましては、理事

長の地域医療に対する特段の熱い思いがあって今日に至っているということでございま

す。そのことにつきましては、私は大変ありがたく思っておりますし、今お話のありまし

た公設民営の制度、これについて当然協定書のことのみならず、法の趣旨に沿った中で進

めてまいりたいというふうに思っております。 

 いずれにしても、今回のこの診療所の運営、今までこのような状況が、町民に非常に不

便と不安と御迷惑をかけているということの中で、今回こういう形でもって進めて最終的

になるとするならば、大変ありがたいと思っていることもございますし、加えて、今後の

運営については、町を挙げて、いろいろな面でもってバックアップしていかなければなら

ないことであろうというふうに思っているところでございます。 

 以上であります。 

○議長（村山修一君） 髙村君。 

○４番（髙村和史君） 今の町長の決意を聞きまして、私も住民にこのような説明する舞

台ができたことを大変心強く思います。この議案が通りましたら、なお一層の精進をした

中の、役場職員を初め理事者の立場として、契約にのっとった事業をした中で、運営、経

営をきちっと監視していただきながら、邁進していただきたい、このように思います。 

 さて、続きまして、ロシアトロール船の再質問をさせていただきます。 

 私は、先ほど言いましたように、ロシアトロール船の問題に関しまして、漁具被害ばか

りではなく、町に及ぼす影響というのは結構大ではないかなと思います。この問題は、漁

業を初め、水産加工場、また関連産業に従事する労働者の、いわゆる生活基盤を安定した

ものにするためにも、町としての働きかけは必要でないかと私は思います。 

 ただ、先ほども質問席で冒頭に言いましたように、２０年間同じベースで同じような質
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問、同じような要望をしてもなかなか見えてこない部分の中で、ちょっと発想を変えた中

で、これまで長年にわたり、ロシア側に対してトロール船の操業を自粛するように要請し

ておりますが、操業はとまっていないわけでございます。操業自粛を要請しているだけで

は問題の解決は難しいのかなと、このように思います。 

 ここで、日露双方の当事者同士が顔を合わせて協議される、そうするとおのずからいろ

いろなことが交わされ、実効的、いわゆる実際に効力のある解決策が見出せるのではない

かなと。このようなこともロシア問題に対して発信できるのは日本国じゅうでも、この北

方海域に住む羅臼、根室、稚内なのです。そこら辺ももう一度、町長の考え方をお聞きし

たいと思います。 

○議長（村山修一君） 町長。 

○町長（脇 紀美夫君） 今、髙村議員おっしゃるように、このトロール船の問題、２０

年も全く解決になっていないということの中で、資源が枯渇しているということを憂えて

いるわけでありまして、そういうことも含めながら、今回要請活動を行ったところでござ

います。 

 そういう中にあって、交渉ということについては、今までも日露の洋上会談、あるいは

毎年行っている安全操業の交渉、これはモスクワ本国に行って、関係者においてやってい

るわけでありますけれども、この席においても十分交渉しているということ、これについ

ては直接交渉のメンバーになっている組合長からも話は聞いているところであります。と

はいっても、結果として全く進展していないと、解決に至っていないということでありま

す。したがって、これは国と国との問題もありますけれども、民間交渉という枠組みの中

でもやっているわけでありますが、依然としてなかなか解決に至っていないと。 

 このことについては、いろいろ政治的な要因もあるかもしれません。あるいは、外交当

事者が短期間でかわっていくという、そういう日本側の事情もあると思います。ロシア側

は、そういう関係者は、ある意味では長い期間、同じポストでもってそういうことに携

わっているけれども、日本側は短期間でかわっていくという中での交渉上のそういうお互

いの温度差の違いもそこにはあるのかなというふうに思っています。 

 これは、私がそれ以上コメントする立場にありませんけれども、いずれにしても、国と

国、本当の外交の問題、あるいはそれを補完する意味での民間の交渉という場面で、この

ことの解決に向かえるように、町としても積極的に今後も取り組んでまいりたいというふ

うに思ってございます。 

 以上であります。 

○議長（村山修一君） 髙村君。 

○４番（髙村和史君） 今の答弁、前進的な、答弁の中で私はそう思います。 

 ただ、先ほども言ったように、町長の答弁の中で、先般、オール羅臼で行かれましたと

き、自民党の伊東良孝先生ですか、そしてまた、共産党の先生方、一丸となって、国もこ

の北方海域に対して御尽力をいただいていることには、大変私は敬意を表したいと思いま
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すし、また、その市町村に住む長谷川根室市長、脇羅臼町長、また、北方関係の支援者の

方々も行ったと聞いております。これもやはり、ただ１回の舞台ではなく、これからも都

度あるごとに、それを継続することが私は肝要かと思います。 

 このトロール船の操業による漁業被害は、平成１１年以降、毎年被害が発生していると

いうことは冒頭にお話ししました。平成２３年、ことし、現在の状況を把握した中の被害

総額は４,４００万円にも達していると私は思いますが、この漁具被害ばかりではなく、

それに伴う羅臼の経済に対する影響は、これははかり知れないと思う。数字で出しても出

し切れないものがあるのではないかと。 

 このような厳しい現実を、私は一定の時期、１年がいいのか、半年がいいのかわかりま

せんけれども、時期を定めて、後から言いますけれども、なかなか政府間でもこの問題が

できないのであれば、一定の時期を定め、漁業者、加工業者、関連する職種の方々、この

方々の協力を得て、この文書というのは、尐なからずとも、冊子にしても、ただ置いてし

まえばただの紙くずです。これが一般的に本が好きな人、興味がある人は読みます。た

だ、人間の心理として、目から飛び込んでくるもの、耳で聞くものに対しては物すごい五

体が敏感に反応します。そういう意味で、私は、そういう関連するＶＴＲ、ビデオです

か、ソフトですか、そういうものを作成した中で、ロシア政府、また関連する諸官庁、ま

た、マスコミなど協力をしていただき、国民に理解を求める運動を、これは提言ですけれ

ども、展開していく姿勢も我が町として必要ではないかと。 

 また、北方領土周辺水域操業の市町村にも呼びかけて、この問題は大枠の中でこういう

攻め方も視野に入れていいのかなと、このように考える、視点を変えた発想の提言でござ

います。 

 町長の考え方をお聞かせください。 

○議長（村山修一君） 町長。 

○町長（脇 紀美夫君） 御提言、そのとおりだと思いますけれども、確かに今回行って

感じたことは、今まで、ともすれば、要望書あるいは提言書というのは、文字だけでつく

られていたことが多かったというふうに思います。今回、羅臼単独でロシアトロール船の

要望をするに当たって、ロシアトロール船の操業状況も含めて写真を添付しました。それ

から、トロール船の操業状況とスケソウの漁獲量の状況と対比した形の図表もそこに添付

しました。したがって、それを説明することによって、かなり理解してもらえる部分が

あったと私自身思っております。ただ文書で言っただけではなくて、写真を見せたという

ことによって、こうだったのかと、こういう状況なのかということがかなりわかっていた

だいたということが非常に大きかったなというふうに思っていますから、それには当然今

後も工夫してまいりたいと思っています。 

 今回、私どもが単独でやる以前に、当然、根室管内の開発促進期成会、あるいは１市４

町の北方領土隣接地域振興協議会等々の中でも、このロシアトロール船の問題については

取り上げていただいておりますし、いろいろな場面で言ってまいりました。しかしなが
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ら、なかなか進展しないという状況の中で、今回、単独要望となったことでありますけれ

ども、先ほども御答弁申し上げましたけれども、今まで全くロシアのほうにその申し入れ

をするというだけで終わっていたのが、今回、先ほど申し上げました筒井副大臣が、日本

政府としても交渉について検討するというところまで踏み込んだ回答をいただいて、非常

に大きかったなというふうに思っていますから、今回それをベースにして、さらにまた要

望を続けてまいりたいというふうに思っているところであります。 

 以上であります。 

○議長（村山修一君） 髙村君。 

○４番（髙村和史君） ありがとうございます。町長も元は国後の島民であるし、また、

それを一番理解できるのは我が町の脇町長でないかなと私は思います。そして今、４町の

町村会長でもあられるし、そういうアプローチというのは、地元の羅臼の脇町長だからで

きるというのがあるのです。そこら辺をしっかりととらえてほしい。 

 私は、この安全操業とトロール船問題に、恐らく町長の回答がこうでないかなとある程

度想定した中で、なかなか国というのは見えてこないのですよね。それで、１３日、きの

うおとといです。外務省欧州局ロシア課の岡野課長に直接電話を入れさせてもらいまし

た。本人が出て、２０分ぐらいお話しさせてもらいました。この北方水域に対するロシア

のトロール船問題、漁業被害の問題、合わせて２点、２０分ぐらいの電話でしたけれど

も、回答を得るというより、先送りみたいなような、全然私は実にならない、私も地元の

田舎議員であるけれども、町民のことを思えばこそ、あなたに電話しているのだと一喝し

ました。それで２０分ぐらい話しまして、これから外務省に来たときはぜひ会ってくださ

いということで、そこで最後は要請みたいな形になりました。ただ、町長が言ったよう

に、なかなか不透明な問題。 

 ただ、漁具被害の関係に関しては、これは一枚外務省欧州局ロシア課のほうも絡んでい

ると思いますけれども、ここはちょっと視点を変えて、私は、きのうおとといの１３日の

午後６時に、水産庁の佐藤長官にお電話をさせていただきました。現実として、水産庁長

官としてどう考えているのか、外務省の岡野課長の話は聞いたこともお話ししました。だ

けれども、水産庁長官のお話では、前向きには進めさせていただいていますというだけで

は私は答えではない。政治も官僚も実をとって地元に返してもらわなければいけないので

す。今度、町長さんが来たときには、そこら辺のこともお話ししたいと言っておりまし

た。ひとつ、そこら辺もロシア課の岡野課長と水産庁の佐藤長官も。 

 ただ、最後に、こういう文書をいただきまして、例年１０月ころ、北方四島周辺水域操

業の枠組み協定に基づく交渉が行われると承知しております。根室海峡におけるロシアト

ロール船の操業による漁具被害及び資源枯渇の問題を含め、安全操業に関する羅臼町の漁

業者等の関係者の率直な要望を聴取してください。ことしの交渉の前に行われる地元から

の要請の際に、外務省に対してしっかりと伝えてほしいと、受けますという文言が入った

要請等をしております。 
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 こういうことで、これからも、こういう問題は大変大きな問題でございますが、全町一

体となって、私も一議員として頑張りますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 質問を終わらせていただきます。 

○議長（村山修一君） これで、４番髙村和史君の質問を終わります。 

 ここで、１１時１０分まで休憩します。１１時１０分、再開します。 

午前１１時００分 休憩 

────────────── 

午前１１時１０分 再開 

○議長（村山修一君） 再開します。 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 一般質問を行います。 

 次に、６番坂本志郎君。 

○６番（坂本志郎君） 通告に基づき、一般質問をいたします。 

 私の質問テーマは３件９項目です。最初に、災害・津波対策についてお伺いします。 

 ３.１１東日本大震災を目の当たりにして、国民、住民は被災地に思いをはせ、その復

興を願うとともに、自分たちの地域であのような大地震や津波は起きないのか、防災や避

難は大丈夫だろうかとの不安を強めています。 

 私は、６月議会で、津波ハザードマップの早期作成、災害備蓄品の確保と避難施設、避

難路について質問をいたしました。当局のお答えは、津波ハザードマップ、災害備蓄品に

ついては予算化をしたと。避難については、自分の命はまず自分で守ることが重要である

とのことでしたが、３点質問いたします。 

 １点目、津波ハザードマップ作成スケジュール及び活用計画についてお答えください。 

 ２点目、災害備蓄品の具体的品名、規格、数量、及びそれらの品目、数量の根拠、そし

て、備蓄品の保管場所と備蓄完了時期についてお答えください。 

 ３点目、町長は、災害時、自分の身は自分で守る自助、これを強調されましたが、改め

て、災害時の自助・共助・公助についての考え方をお伺いします。 

 次に、当町の人口減尐問題について質問いたします。 

 ２００７年７月、４年前ですが、北海道新聞に、北海道の人口が２０３５年に現在の５

５２万人から４４０万人まで減尐するとの国立社会保障・人口問題研究所による試算が報

道されました。率で２１％の減尐率です。 

 道内人口が２割減尐すれば、働き手の減尐、社会保障費の負担増、さらなる尐子高齢化

と深刻な影響が予想されます。ちなみに、人口４４０万人のうち４割、約１７６万人が６

５歳以上と試算されています。 

 その上で、質問いたします。 

 １点目、羅臼町の活力を維持するための人口規模を町長はどの程度とお考えか。また、

当町の人口減対策及び尐子化対策についてお答えください。 



― 17 ― 

 次に、行政情報システム、いわゆる電子自治体化についてお伺いします。 

 総務省は、全国の自治体の電子化とともに、複数の自治体の共同利用という形で、合併

も視野に入れ行政情報システムを推進しています。当然、一つの自治体だけでは財政的負

担が大きいためで、財政支援も含めた取り組みとなっています。 

 地方自治体は、さまざまな仕事を分類し、個々の仕事に対応してパッケージソフトとし

て開発し、購入している状況になっています。一番の例が介護保険です。制度が変わるた

びに多額の購入費が予算化されています。 

 最近、総務省は、自治体クラウド方式を積極的に進めているようです。自治体クラウド

とは、各自治体の情報、戸籍とか、あるいは税金、財務、地図、福祉の個人情報などの情

報を外部のデータセンターに移して、各自治体は端末のパソコンのみでデータを送ってす

べて処理してもらう方式のことです。 

 住民の利便性や自治体の個々の能力を考えると、私は、この方向性は理解しますが、一

番の問題は、住民の重要な情報が常時外部に流され保存されることです。 

 その上で、３点お伺いします。 

 １点目、電子自治体化への国や道の指導の状況。 

 ２点目、釧根の各自治体の電子自治体化の進捗状況。 

 ３点目、当町の取り組みと考え方をお伺いし、再質問を留保し、１回目の質問を終わり

ます。 

○議長（村山修一君） 町長。 

○町長（脇 紀美夫君） 坂本議員から３件の御質問をいただきました。 

 まず１件目の災害・津波対策について、３点の御質問であります。 

 １点目の津波ハザードマップ作成スケジュール及び活用計画についてでありますが、９

月１６日にハザードマップ作成の入札を、あす実施する予定でございます。具体的なスケ

ジュールにつきましては、決定業者と協議をしながら進めてまいりますが、作成に当たっ

ては、町民の意見を反映させたハザードマップを作成したいと考えておりますので、町内

会会長会議等で説明会を開催しながら、３月中に完成し、全戸配付と羅臼町ホームページ

の掲載を予定しております。 

 ハザードマップの活用方法につきましては、羅臼町地域防災計画の見直しにあわせて反

映してまいります。 

 また、各家庭はもちろんでありますが、町内会や職場等の防災訓練での活用をしていた

だきながら、町民の防災意識の高揚が図られるよう啓発してまいります。 

 ２点目の災害備蓄品の具体的品名、数量及び品目、量の根拠、保管場所と備蓄完了時期

についてにつきましては、既に整備している備蓄品は、日本赤十字社から災害用備蓄品と

して寄附していただいた毛布４００枚、１畳カーペット６０枚、寝袋１０個、日用品セッ

ト２００個があり、峯浜町福祉館や旧知円別小中学校、公民館、体育館、役場に分けて保

管しております。 
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 また、今年度整備する備蓄品につきましては、東日本大震災被災地へ救援物資として送

りました備蓄品の補充でありますが、各福祉館や町内会館の１４カ所の避難施設へ整備す

るもので、暖をとることができる備蓄品を最優先して発注しております。内訳は、防災用

対流型ストーブ各１台、ラジオつき懐中電灯各２個、災害救助用毛布各１０枚、防災用ア

ルミブランケット、いわゆる防寒シート各８枚となっております。 

 このほかに、給水パック各６個の備蓄品も既に整備しておりますが、各避難施設の備蓄

品の整備は平成２１年度から整備を始めたものであり、備蓄品目や数量等は全体的に不十

分な状況にありますので、今後、さらに暖房器具や水、食料等も含めた備蓄品を計画的に

整備していく必要があることから、財源調整も考慮しながら、今後３年ないし５年を目標

に考えております。 

 さらに、備蓄品の保管場所は、各福祉館や町内会館、公民館、体育館等に保管している

のが現状でありますが、大津波を想定しますと、幌萌町オートキャンプ場管理棟や栄町高

台の空き教員住宅、さらには旧知円別小中学校等を備蓄品の拠点施設にすることも検討し

てまいります。 

 ３点目の災害時の自助・共助・公助についての町としての考え方についてであります

が、災害時の被害を最小限に抑えるためには、自助・共助・公助それぞれが、災害対応力

を高め、連携することが大切であると考えます。 

 防災の基本は、みずからの安全はみずからが守ることであり、町民が日ごろから災害に

ついて備え、適切な対応をとることが自助であり、次に地域住民が防災対策や災害活動を

行うための自主防災組織を結成し、地域の特性に合った対応をすることが必要であり、こ

れが共助であります。公助につきましては、行政はもちろん、各関係機関と連携を図りな

がら、災害の発生からできるだけ早く応急対策活動を行うことになりますが、災害時の公

助には限界がありますので、ふだんから地域で連携し、自助、共助の充実を図っておくこ

とが重要であると考えております。 

 次に、２件目の羅臼の人口問題に関して３点の御質問であります。 

 １点目の町の活力維持の人口規模の考え方についてでありますが、羅臼町の人口は過去

１０年間で約１,０００人程度減尐しており、平成２２年１２月末には６,０００人を割り

ました。本年８月末では５,９５３人となっております。 

 町の活力を維持するための人口規模は、定住人口と交流人口の関係や、生産年齢人口、

労働力人口、あるいは高齢者人口などの構造によるところなどに左右されるため、単純に

数字に置きかえることは難しいところでありますが、当町においては、現在の経済規模や

魅力あるまちづくりを推進するためには、現状の人口を維持することが重要と考えており

ます。 

 ２点目の人口減対策でありますが、全国的人口減尐は当町においても例外ではなく、今

後、当町の人口推計は、２０２０年には５,０００人を割ると推計されております。 

 人口減尐が及ぼす影響は、コミュニティーや経済、地域の持続可能性を基盤から揺るが
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す自体をもたらします。経済活動の鈍化、税や社会保障における負担増、町内会の活力低

下、また、子育て、学習環境など子供たちの健全な教育環境をも奪い、次代を担う子供た

ちの成長に悪影響を与えることも尐なくありません。 

 これら人口減尐の影響は、町の存亡にかかわる重大な問題であることは言うまでもあり

ませんが、人口減対策の基盤となるものは、「安心して安全に暮らせるまちづくり」であ

り、その基本は、地域における医療・福祉の向上と産業の活性化や財政の安定でありま

す。 

 当町といたしましても、これまで崩壊寸前に追い込まれていた医療と財政運営において

一定のめどが立ったところであり、今後は執行方針に基づき、行財政の安定を図りなが

ら、定住人口とあわせて交流人口の拡大、産業活性化の施策を体系的に推進していかなけ

ればならないと考えておりますので、御理解を賜りますようお願いを申し上げます。 

 ３点目の尐子化対策についてであります。 

 近年の尐子化傾向は、羅臼町におきましても出生率の低下により確実に進んでいるとこ

ろであります。１０年前の平成１３年には年間７６人の出生がありましたが、年々減尐

し、平成２２年の出生は３７人とほぼ半減しております。 

 尐子化への対策といたしましては、町では、次世代育成支援地域行動計画を作成し、安

心とゆとりのある子育ての各施策を推進しているところでございます。具体的には、妊婦

からの各種相談や健診助成、乳幼児健診などの母子保健活動、子育て支援センターを核

に、入園前の親子が気軽に集える場の提供を行い、子育て中の世代が暮らしやすい環境づ

くりに取り組んでいるところでございます。 

 また、この計画を作成するに当たり、平成２１年度に行った調査においては、保育サー

ビスが利用できれば就労したいという母親が２６％となっておりました。町内で子育てを

しながら就労していけるよう、民間によるゼロ歳児からの託児施設の整備も進めていると

ころであります。 

 多様化するニーズに対しましては、きめ細やかな対応が求められていることから、行政

のみならず、地域社会全体による支援が重要であります。今後も羅臼町で安心して子供を

産み育てていける環境をつくっていけるよう、町民の方々や地域の活動団体などと連携、

協力しながら取り組んでまいりたいと思います。 

 次に、３件目の行政情報システム、電子自治体化について３点の御質問であります。 

 １点目の電子自治体化への国及び道の単独自治体への指導についてでありますが、総務

省が平成２０年度に電子自治体の取り組みの一つとして、共同アウトソーシング事業、す

なわち複数の市町村などが共同で電子自治体業務の外部委託を行うことにより、低コスト

で高いセキュリティー水準のもと、共同データセンターにおいて情報システムの運用を行

うことが示されました。 

 このことから、当町が利用しております行政情報システムの提供元である北海道自治体

情報システム協議会（北海道町村会情報センター）においても、データセンターにおける
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共同利用を平成１８年度から実証実験を行い、平成２０年度から本格稼働しているところ

であります。 

 ２点目の釧根自治体の進捗状況につきましては、当町が加入しております北海道自治体

情報システム協議会には、釧根管内１１町村中６町が加入しておりますが、そのうち、２

３年度中までに３町がデータセンターの運用を開始しております。 

 ３点目の当町の取り組み状況につきましては、さきの東日本大震災の津波で住民情報が

失われるケースもあり、住民情報を守る観点からもデータセンターの運用は当然必要とは

思いますので、設備費やランニングコスト等を考えながら検討してまいりたいと思ってお

ります。 

 以上でございます。 

○議長（村山修一君） 再質問をします。 

 最初に、電子自治体化についてお答えがありました。総務省が相当積極的に進めてい

る、あるいは道も当然それをもとにして、道のほうからも電子自治体化について各自治体

へ要請そのほかあるのだろうというふうに承知をしております。 

 先ほども申し上げましたが、この行政情報システムは、住民の利便性や、あるいは各自

治体の個々の能力を考えるとき、ある意味、非常に合理的で効率的というふうに私は思い

ます。 

 それでは、デメリットとして考えられることは何か、お答えください。 

○議長（村山修一君） 副町長。 

○副町長（鈴木日出男君） 懸念されるということでありますので、例えば個人情報の流

出、あるいはコストの増というようなことが考えられるというふうに思います。 

○議長（村山修一君） 坂本君。 

○６番（坂本志郎君） 極めて明快なお答えだと思います。私もそう思います。 

 住民の重要な個人情報管理が実は最大の問題なのですね。自治体クラウドと先ほど説明

しましたが、これは住民の情報が常時外部に流れ保存されると、こういうことになりま

す。そのことで、全国的には情報流出の事故も発生しており、対策が必要だというふうに

考えております。 

 具体的には、情報回線の問題、インターネットとの接続問題、データセンターがどこに

存在するのかという問題ですね。津波が起きる可能性のあるところにデータが集約される

と、それは大変なことになると、こういうことです。それから、データを委任するデータ

センターの企業の問題。実は、その企業がさらなる民間委託を行うのです。アウトソーシ

ングというやつですね。による個人情報保護の問題。それで、あと、自治体のセキュリ

ティーポリシー、これは自治体でいうと条例とか規則で定めるということになると。細か

いことをいうと、ここにいらっしゃる幹部職員の皆さんの個人的なパソコンの問題だって

出てくるのです。実はですね。全国事例はそういうところから情報が流れているというこ

とがありますから、そういうことがいろいろあるのだろうと。 
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 これは、町としてまだ具体的に進めておらないということもありますので、一たんそう

いうデメリットに対する対策が必要だということだけ申し上げて、次に移りたいというふ

うに思います。 

 人口問題についてお答えをいただきました。 

 町長も人口減尐問題については、恐らく心を痛めておるのではないかというふうに私も

考えております。 

 将来の当町の人口推計については、以前にも私、議会で取り上げたことがあります。先

ほど北海道の減尐の問題を先に申し上げましたが、確認の意味で、当町の人口推計はどう

なっているかということを申し上げますが、平成４２年、２０３０年、２０３０年という

と今から１９年後ですよ。１９年後に羅臼町は現在の人口約６,０００人から３,７５６人

になると推計されている。本年度対比でいうと３５.４％の減。人数でいうと２,０５８人

減る。年代別にいいますと、ゼロ歳から１９歳の人口が現在１,０７０人です。５６０人

減って５０７人。２０歳から６４歳、就労者人口といいますか、これは現在３,４５０人

いますが、これから１,５２７人減って１,９２９人。これはあくまでも推計の数字です

が、人口は半減、子供も半減、働く年代の人たちも半減する。こういう恐ろしい人口推計

がされています。 

 これはあくまでも推計ですから、どういうふうに動くのかという問題はもちろんありま

すけれども、割と高い確率でこのとおり推移しているということでいうと、私たちはこれ

に対して何かしらの手を打たなければいけないということは、ここではっきりしているわ

けです。 

 この人口減の最大の問題は、羅臼町が維持できるかどうかという、こういうことになる

と思うのですが、具体的にどういう形であらわれるかというと、財政問題としてあらわれ

ます。自治体の主要な財源である地方交付税は、人口が算定基準の一つになっておりまし

て、人口減は収入減に直結するというふうに私は考えます。６,０００人から３,０００人

になるわけですから、人口の部分だけでいうと半分に減るということですよね、単純に言

いますとね。ほかにもいろいろな道路の延長面積だとか広さとか、いろいろなことが要因

としてあるのでしょうけれども。 

 人口減対策と尐子化対策についてお聞きしました。有効な計画の一日も早い実行が求め

られるというふうに思います。 

 あと１９年たつと人口は半減する。この数字が示すとおり、羅臼町は町の活力が減尐し

ていく。このままでは、将来的にも町の基礎体力が衰えてしまうことになるというふうに

私は強い危機感を持っています。 

 ただ、この人口問題は、広義の意味でとらえれば、例えば、まちづくりの問題、産業活

性化の問題、いろいろなことが恐らくテーマになってくるというふうに思いますが、今回

は人口問題ということで、ちょっと狭い意味に絞って質問させていただきます。 

 その上で、人口減尐対策をどういうふうに位置づけるかということなのですが、私は、
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喫緊の課題、非常に今すぐ取り組まなければいけない課題としてとらえて、子育て支援、

尐子化対策に重点化すべきではないかというふうに考えております。 

 先ほど町長のお答えの中で、ここ数年間で生まれてくる子供が７６人から半分ぐらいに

なったというお話ですとか、あるいは、今、当町でやっているのは健診の助成であると

か、子育て世帯の保育を含めた環境整備の問題であるとか、トータルとしては、安心して

子育てできる環境、おっしゃるとおりだと。問題は、その具体化をどうするかということ

なのだと思うのですね。安心できる環境、子育て世代を助ける環境の整備、そのために具

体的に何をやるのかということが実は非常に重要な問題なのです。 

 具体的にちょっと私のほうで乱暴に申し上げますけれども、子育て世代を助けるのだ、

安心して子育てできる環境にするのだということでいうと、そういう精神的な項目ではな

くて、具体的にはこんなことをやらなければいけないのだと。例えば、保育園とか幼稚園

の無料化あるいは軽減措置、小学校、中学校の給食費を無料化もしくは助成、通学費の無

料化もしくは助成、出産祝い金の拡大、子育て応援助成、子供医療費無料化の年齢の拡

大、いろいろあろうかと思います。これらを財政上厳しいからということで、なかなか手

をつけられない。当然、羅臼町はいろいろなことをやっています、ある意味でね。ただ、

私の評価は、それはそれで非常にいいことなのですが、残念ながら、国の基準あるいは道

の基準の事業ですね、ほとんどの場合がね。明らかに人口が減尐するのだということでい

うと、財政問題を理由にこれをなかなかやれないと今おっしゃったことが具体化できない

とすれば、あと１０年、１５年たって人口がどんどん減っていったら、もっと財政上厳し

くなるわけですから、全く手をつけられない、こういうことになるのではないか。だか

ら、私は今、これらについてできるものから、多尐無理があっても、具体的に事業化す

る、あるいは制度化すると、こういうことが大事だというふうに思います。 

 次に移ります。災害・津波対策です。 

 ９月１日、十四、五日前ですが、この日は防災の日ですが、同日付北海道新聞に、釧根

地域の大地震予測が掲載されました。道の予測ですが、記憶もあろうかと思いますが、５

００年間隔地震というやつです。十勝沖と根室沖が連動すると東日本大震災と同じマグニ

チュード９の規模になるというふうに予測する専門家もいるようです。 

 政府の中央防災会議の道東地域での５００年間隔地震の災害想定、これが出ているので

すが、津波によって４,６００～５,６００棟の建物が全壊または焼失、住民の避難意識が

高い場合を前提にしても、夏の正午の発生で死者１００人、冬の発生なら７２０人と見込

み、住民避難の意識が低い場合、死者数は８５０～８８０人に達するという予測がされて

います。 

 そして、私たちのまちの羅臼町のすぐ前というか、根室の沖ですが、根室沖の今後３０

年以内の地震発生率は４０～５０％で、震度６強の地震が起こると、こういうふうに言っ

ているのですね。この確率で。これで全壊２７１棟、死傷者１,２２５人と予測されてい

ます。 
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 一方、内陸に目をやると、羅臼町から標津町、中標津町の知床半島の基部、ここに分布

する活断層からなる標津断層帯で最大震度７の地震が発生し、木造住宅１,３３９～２,０

４０棟が全壊、８１３～２,０５９人の死傷者が出るというふうに予測されています。大

変な高い確率なのです。 

 そして、今言った死傷者の数ですとか、建物の崩壊という数字には、実は津波は入って

いないのです。津波被害は今申し上げた数字の中に入っていないのです。だから、これに

津波が来たということになるとどれだけの被害になるか。 

 町長もこの報道をきっとごらんになったと思うのですが、羅臼町を預かる責任者とし

て、どのような感想を持ったか、一言お答えください。 

○議長（村山修一君） 町長。 

○町長（脇 紀美夫君） このことに関しましては、いろいろな専門家の科学的なデータ

も含めて推定ということであります。その推定のデータを見る限り、大変な状況になるの

だなということを思いましたし、一方で、そのためには、我が町として、行政を預かる私

としても含めて、行政はどうあるべきなのか、すぐ結論が出るわけではありませんけれど

も、何とかいろいろな対策を講じなければならないというふうに思ってはおりますが、で

は、それを具体的に想定した中でもって何ができるのかというふうに考えたときに、いろ

いろな対策なりはあるかもしれませんけれども、やはり第一には、何回もくどいように申

し上げておりますけれども、みずからの命はみずからが守るのだという、そういう意識、

個人個人の意識、さらには、家庭でのそういうコミュニケーション、さらには広げて、先

ほども申し上げました共助という意味では、地域、隣近所、そういう部分での常日ごろの

災害ということに備える、特に、このことについてはハード、ソフト両面あると思います

けれども、まず、この辺ではソフトの部分でもって住民の意識を向上させると、災害に対

する意識ということが大事であろうというふうに思ってございます。 

 したがって、報道から、さらに今後どうすべきかということについては、私なりに考え

るところはありますけれども、今この段階でどうするこうするということの具体的な策は

申し上げる状況にはありません。 

 以上であります。 

○議長（村山修一君） 坂本君。 

○６番（坂本志郎君） 自助・共助・公助と、こういうことで先ほどお答えいただきまし

た。町長がおっしゃるように、基本的には、自分の命は自分で守る。しかし、自分の命を

自分で守るといっても限度があります。そのために、町内会単位であったり、あるいは公

助といわれる行政として、特にハードの面が重要になるのかなと思うのですが、これは非

常にお金がかかるということもあります。 

 津波ハザードマップについて、来年の３月完成。広報で周知する、あるいは町内会単位

で説明、非常に大事なことだと。ぜひ、そのようにやっていただきたい。 

 津波注意看板というのがあるのですが、町長は御存じでしょうか。 
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○議長（村山修一君） 町長。 

○町長（脇 紀美夫君） はい、承知しております。 

○議長（村山修一君） 坂本君。 

○６番（坂本志郎君） 私が別海にちょっと会議があって走るときには、標津町のまちを

通って、尾岱沼回りで別海へ入るのです。尾岱沼のあの右側のコンビニを、余計なことで

すけれど、コンビニのところから右へ入っていくのですが。羅臼町から標津町へ入ると左

側に、津波注意という看板が出てきます。尾岱沼へ向かって市街地近くになると出てくる

のです。 

 どういうものかといいますと、こういうふうに書いているのですね。高さ１.２メート

ル、幅１メートル、長方形、こういう形で立っているのですが、津波のマークが三角の中

に入っていまして津波注意。この道路は標高２.８メートルですと。これが日本語と英語

で書いてあります。 

 私、先日、標津を通ったときに、あの大きい川を、加工場があって橋がありますね。橋

から向こうのところ、左をじっくり見ていって、これを全部見ましたら、中標津へ行く右

側の角にスタンドがあって、あそこからちょっと入ったところまで８枚、この看板が出て

います。町内に。ある意味では５０メートル間隔でついているみたいな。 

 私もちょっと気になったのでメモしたのですが、２.８メートル、４.７メートル、１.

７メートル、１.８メートル、１.２メートル、こういうふうに全部違うのです。要するに

ここの道路は、標高、海抜ともいいますが、大体同じ意味です。水面から何メートルかと

いうことなのですが、これが明示されているのですね。 

 なぜ、羅臼町はないのだと。なぜ羅臼町はないのか、お答えください。 

○議長（村山修一君） 副町長。 

○副町長（鈴木日出男君） 確かに、標津町に入りますと、津波注意、この道路は標高何

メートルですという看板が目に入るかというふうに思います。羅臼町でなぜないのかとい

うことでありますけれども、これは北海道が策定をいたしました津波浸水予想図の中で、

津波浸水想定区域に指定されていることがまず一つ条件でございます。なおかつ、津波ハ

ザードマップが作成完成している地域。これに対して、開発局でその看板を５００メート

ル間隔で設置をするということでありますので、実は現在、北海道が羅臼町を津波浸水想

定地域と指定していないというのが一つございます。現在、この防災計画の北海道も見直

しをしておりますので、この辺の見直しが図られるものというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（村山修一君） 坂本君。 

○６番（坂本志郎君） 私も今質問した内容で、開発局の中標津道路事務所、私もちょっ

と行ってきました。なぜないのだと。いや、指定されていないのだと。羅臼町は標津や尾

岱沼のあたりよりも津波はないというふうに道は考えたのですかと聞いたら、道路事務所

そのものはそんなことを答える立場にありませんから。ただ、私が言ったのは、これだけ
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３.１１の大きい地震があって、５００年間隔地震がこんなふうな状況で高い確率で予測

されているときに、あなたは、羅臼町は津波は来ないというふうに思わないでしょうと。

いや、そのとおりですと。私は羅臼町にも、住民が自分の住んでいるこの地域は標高何

メートルなのかと知っている、これは自助ではできないのです。共助でもない。これがま

さに公助なのです。ないとやっぱり心配なのですよねと言ったら、いや、そのとおりです

と。なぜないのですかと言ったら、今、副町長が答えたとおり。道が指定しなかったとい

うのとハザードマップがないということなのです。 

 だから、ハザードマップを早くつくって、強く申請してください。そうしたら、道路事

務所の課長さんは、町のほうから申請があれば当然前向きに考えますと、担当課長として

のお答えでした。正式な答えではないけれども、標津町にあって、別海町にあって、羅臼

町がないというのは、どうしたっておかしいわけですから、そういうお答えでした。 

 やっぱり町でやるとなったら大変です。津波注意看板は、１件当たり約２０万円です、

経費込みで。これを１０個つくるだけで２００万円と、こういう世界ですから。ただし、

津波避難場所の誘導看板は羅臼町も全部ついていますので、これはこれでよろしいかな

と。 

 ぜひ、担当課のほうから、羅臼町として津波注意看板の設置について条件を整えて、で

きるだけ早く市街地の、ポイントポイントでいいと思うのですが、つける。このことに

よって町民が、うちは海面から３メートルしかないんだよなと、５メートルの津波が来た

らアウトだよなという、ある意味での意識啓蒙にもつながるのではないかなというふうに

私は感じます。 

 災害備蓄品についてお答えがありました。役場や小中学校、あるいは１４カ所の避難施

設でそれぞれストーブとか、冬対策でしょうけれども、こういうことだというふうに思っ

ています。 

 羅臼町の避難場所は１４カ所くらいと承知していますが、私は、これらのすべてに災害

備蓄品を全部セットするというのは、余り合理的ではないというふうに考えています。ま

してや、１０メートルで半分だめだということで広報にも出ているわけですから、そこに

いろいろなものを置いても完璧に流される。 

 私は、備蓄場所に、話にもありましたけれども、役場ですとか、あるいは羅臼小学校、

春松小学校、高層の建物ですから、あの屋上に集約する。緑町の高台でもいいですよ、一

たん津波が去った後のことが大事なわけですから。そういうところに集約すべきではない

かというふうに思います。その意味では、学校等の高層住宅の屋上機能ですとか、外から

すぐ上がっていくための屋外階段の機能の強化ということが必要だというふうに思いま

す。 

 学校がなぜ避難施設として有効かというと、まず部屋が小さく仕切られているというこ

とであるとか、あるいは、調理室があったり、トイレも結構な数でセットされている。羅

小とか春小、先ほど古い学校に置くというお話ありましたけれども、羅小、春小、あるい
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は役場は耐震も恐らく大丈夫だろうというふうに思うので、学校をぜひ避難場所、災害備

蓄の拠点として考える必要があるだろうと。 

 前回、備蓄品についてお聞きしたとき、町内のコンビニやスーパーとの連携も考えてい

るという、先ほどお話はなかったですけれども、そういう契約にもなっているのだと思う

のですが、大津波が発生したら恐らく全部だめでしょうから、やっぱりどうしても備蓄が

必要。 

 その意味では、先ほど毛布が各１０枚とか、何かいろいろそんな話がありましたけれど

も、備蓄物資は、子供たち、あるいは想定避難者数、どういうふうに避難者数を想定して

いるのかよくわかりませんけれども、きょうはこれ以上聞きませんが、これをある程度決

めて、食料、水、防寒具、毛布、携帯トイレとか、あるいは発電機なんかもきっと必要に

なってくるのだろうと思うのですね。 

 私は、今申し上げましたように、学校施設をあらかじめ避難場所として必要な機能を備

えていくということが、すごくこれから大事になるだろうと考えます。これについて町長

のお考えをお伺いしたい。それと学校施設ですので、教育長からもちょっと一言、この考

え方についてのお答えをいただきたい。 

○議長（村山修一君） 町長。 

○町長（脇 紀美夫君） お答えいたします。 

 備蓄品の人口に対する割合ですけれども、人口の約３０％ということを想定した中での

備蓄品ということであります。 

 先ほど答弁で申し上げましたけれども、学校というのは、防災センターになっている旧

知円別小中学校のことを申し上げております。したがって、坂本議員がおっしゃるとお

り、やはり高台というところに拠点的に置く必要があるだろうと。ただ、このまち、こう

いう細長いまちですから、１カ所というのはなかなか機能しないと。例えば途中でもって

橋梁が１本もし通行が不可能になれば搬送ができないということもございますので、した

がって、岬町から峯浜までの間、何カ所かにそういうことが必要だろうというふうに思っ

ているところであります。 

 特に、食料品とか飲料水というのは期間があるものでありますから、そういうことも含

めますと、永久にそれをただ備蓄していくということではなくて、一定の期間の中でもっ

て、あるいは賞味期限等があるとするならば、前段にある程度それも更新しなければなら

ないということも出てまいると思います。そういうことも含めながら、学校ということが

ございましたので、これについては教育長のほうから御答弁したいというふうに思いま

す。 

○議長（村山修一君） 教育長。 

○教育長（池田栄寿君） 屋外機能としてのとらえ方ということでございますけれども、

御承知のとおり、小学校につきましては、校区の保護者の方々が日ごろ、ＰＴＡ活動等に

なれ親しんでいるというようなこともございますし、また、特に春松小学校につきまして
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は、資料によりますと海抜で１０メーター程度と、グラウンドでですね。それに校舎の高

さを加えますと、屋上までですと２２メーター程度の高さが確保できるものというふうに

見込んでおります。 

 また、屋上のほうにも手すり等を張ってございまして、そういう施設機能がなされてい

るということでございますので、御指摘のことにつきましては、付近の方々の避難する場

所としても適用できるものというふうに考えております。 

 また、小学校につきましては、屋上のほうの機能につきましては、若干不備があるもの

の、子供たちを避難させる、もしくは付近の住民を避難させるという部分につきまして

は、屋上の耐力、強度につきましても十分あるものというふうに考えておりますので、御

指摘につきましては、ある程度対応できるものというふうに考えているところでございま

す。 

 以上でございます。 

○議長（村山修一君） 坂本君。 

○６番（坂本志郎君） 今後の課題として、先ほど毛布とかストーブという話もありまし

たけれども、冬場の場合は、被害が倍倍でふえるということが予想されます。特に高齢者

ですとか、弱者というよりは小さい子供たちはもたないです。一晩、氷点下１５度も２０

度もなって、体がぬれているなんていうことになるとですね。 

 今後の課題としては、寒さ対策ですとか、あるいは物流機能が停止しますので、物資不

足の対策、あるいは停電、通信障害による情報の遮断に対する対策、あるいは、これも前

に申し上げましたが、福祉避難所というのもやっぱり一つどこか設けなければいけないな

どなどあります。 

 先ほど申し上げました、根室沖５００年間隔地震の発生確率は、今後３０年以内で４

０～５０％、極めて高いレベルでの予測がされていることを踏まえて、国の第一義的な責

任とともに、それぞれの地方自治体、羅臼町なら羅臼町で、国や道の対策とあわせて備え

ることが求められる、これは当然のことだろうというふうに思います。 

 羅臼町では、一体どのような災害が発生するのだろうか、火山の問題もある、大きい地

震が来たときは津波の前に山が崩れるだろう、町長が前回おっしゃっていましたね。全部

岩場ですから、ごろごろ来て、まずそれでいってしまう。ただ、それだとまだ助かる確率

がある。そこへ津波がどっと来たらとアウトなのですね。羅臼町として、どういう災害が

発生する危険があるのか、やっぱり地域が主体的に独自にも最大限努力して、地域防災計

画を見直し、練り上げる姿勢が大事だと私は思います。 

 行政と住民、専門家の知恵を集めた研究と検討を重ねて危険を回避し、被害を最小限に

抑え、犠牲者を出さないための防災事業をハード、ソフトの両面でしっかり進めることが

大事。しかし、このハードというのは非常にお金がかかります。その意味では、やっぱり

ソフトの強化ということなのだろうと思います。 

 できることから着手する。例えば、来年の３月ということですが、一日も早く津波のハ
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ザードマップを完成させる。それから、これも申し上げました、津波に対応する津波注意

看板の設置を行う。それから、避難所の設置、設定の充実、避難施設の機能の強化。それ

から山への避難路、山へ上がる簡易な階段、こういったものも、これは恐らく初歩的な事

業だというふうに思います。小中学校の校舎、体育館の耐震化や災害時の応急避難場所と

しての機能、実はいろいろあるのですね。貯水槽をどうするか、備蓄倉庫をどうするか、

トイレをどうするか、自家発電装置をどうするか、実はこれらは全部国庫補助対象になっ

ています。町で全部持たなければならないと、こういう問題ではないので、もし学校とい

うことで検討が進むとすれば、当然そういう補助がありますので、そういうことでやって

いったらいいのではないかと。 

 町長からお話ありましたが、私も意見が別に違うわけではないのです。町民への避難訓

練の問題だとか、こういうハザードマップづくりとか、あるいは学校教育との関係です

ね、こういうソフト事業と組み合わせて進めることも地域の防災力を高めることになると

思います。こうした事業は、福祉ですとか、教育環境の整備、地元の中小企業の仕事づく

りと一体で進めることができると思います。何よりも住民の安心、安全と地域の活性化を

図るものになると私は思います。 

 最後に、いま一度、町長の羅臼町の防災についての基本的な考え方、一言だけ決意をお

聞きしたい。そのことを伺って、私の質問を終わりたいと思います。 

○議長（村山修一君） 町長。 

○町長（脇 紀美夫君） ただいま決意ということであります。今、坂本議員おっしゃる

ように、災害には同じ自然災害でも、ある程度予測される災害と突発的な災害ということ

があります。予測される災害としては、当然、暴風雨であるとか、雪であるとか、そうい

うことはある程度、今気象データもかなり正確になってきていますので、あらかじめ備え

られるということがありますけれども、とにかく地震であるとか火山の爆発であるとか、

そういう部分については突発的に起こるということでありますので、全く予期しない中

で、いつどういう状態で起こるかわからないということを考えたときに、我々としては自

然のそういうことに防ぎようがないこともあるかもしれませんけれども、それはそれとし

ても、できる限りのそういうソフトあるいはハード面ということ、御指摘いろいろありま

した。できるところからということでありますけれども、やはり第一には、公助という部

分についても、最終的にはそれがある程度一時落ち着いた段階で、二次的な対応というこ

とにならざるを得ないということもあります。したがって、何としても、これは町民一人

一人のそういう防災意識の高揚と、ここがやっぱり最重点であろうというふうに思ってい

ます。それを行政としては、いろいろな面でもってカバーしていく必要があるというふう

に考えております。 

 以上であります。 

○６番（坂本志郎君） 終わります。 

○議長（村山修一君） 以上で、坂本君の一般質問を終わります。 
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 ここで、昼食のため、午後１時まで休憩します。午後１時、再開します。 

午前１１時５８分 休憩 

────────────── 

午後 １時００分 再開 

○議長（村山修一君） 再開します。 

 午前中に引き続き、会議を開きます。 

 一般質問を行います。 

 次に、３番髙島讓二君。 

○３番（髙島讓二君） 通告に基づき、自然環境保全の観点から、知床の自然との共生に

ついてと、知床草楽園について、２件、質問をいたします。 

 まず、知床の自然との共生について２点お聞きいたします。 

 知床が世界自然遺産に登録され６年の年月がたち、それを記念し、先月、知床ユネスコ

協会、斜里町、羅臼町が主催する第１回知床ユネスコフォーラムの一環として、知床が世

界自然遺産に登録されたときのユネスコの前事務局長であった松浦晃一郎氏による講演が

羅臼高校でありました。 

 松浦氏は、世界各国のさまざまな意見を調整しなければならない御苦労話や、ユネスコ

が世界の文化や自然を遺産として保護に当たっていることや、知床が世界自然遺産に登録

されるに至ったお話などがありました。講演終了後、中高生との質疑応答もございまし

た。 

 この講演について、町長の率直な印象をお聞かせください。 

 ２点目は、羅臼町第６期総合計画が策定され４年が経過し、ことしは計画の折り返しで

もあります。 

 この第６期総合計画は、知床が世界自然遺産に登録された後に策定されたものであり、

第６期総合計画にも新しいまちづくりに向けた重点施策の展開として、世界自然遺産事業

と題し、知床の自然環境の保全が盛り込まれております。 

 その中で今回は自然環境保全の観点から、基本計画Ⅰに掲げております「知床の自然と

の共生」の各項目「自然環境管理体制の強化」「自然と調和した景観づくり」「森林の保

全」「情報発信拠点の充実と観光施設との連携」「世界自然遺産を活用した経済領域の拡

大」について、実施状況はどのように評価されているか。また、これらの項目についての

課題などについてお聞きいたします。 

 ２件目は、旧村田吾一邸の知床草楽園についてお聞きいたします。 

 先月８月８日に、行政についての懇談会がありました。その中で、知床草楽園を託児所

に転用したいとの町の意向がございましたが、知床草楽園は、本町の名誉町民、故村田吾

一氏が収集していた知床及び国後島の希尐な樹木や草花の庭園であり、知床の植物園とし

て次世代へ引き継いでいくべき財産であります。我が町が守らなければならない大切な文

化的施設でもございます。 
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 しかし、今日どのような管理がなされているのかわかりませんが、残念ながら、庭園は

荒廃しております。 

 私は、この希尐な植物の庭園の趣旨を絶やさず、またさらなる充実したものにして、知

床羅臼の観光の核となるよう、また、知床の植物の調査研究にも生かされ、教育的また文

化的施設として後世に引き継いでいくべきだと考えますが、町長はどのようにお考えかお

聞きし、１回目の質問を終わらせていただきます。 

 よろしくお願いします。 

○議長（村山修一君） 町長。 

○町長（脇 紀美夫君） 髙島議員より２件の御質問をいただきました。 

 １件目は、知床の自然との共生について、２点の御質問でございます。 

 まず、１点目は、先月３１日に羅臼高校を会場として開催された、前ユネスコ協会事務

局長松浦晃一郎氏の講演の感想についてであります。 

 髙島議員も御出席いただいておりましたので御承知のことと存じますが、講演では、中

学生、高校生を主な対象といたしまして、ユネスコについてのお話や世界遺産の最近の動

向、さらには、知床が世界自然遺産に登録された当時の苦労話などをまじえてのお話、そ

の中にありまして、町内すべての教育現場において取り組んでおります知床の自然学習や

現在申請中でありますユネスコスクールへの登録などにつきまして、高い評価をいただい

たところであります。 

 また、知床は、他の自然遺産地域にない登録基準１０の生物多様性が認められた地域で

あることからも、この自然を未来へ残すことの必要性についてのお話をいただき、私も全

く同感でありました。 

 そのようなことからも、すぐれた知床の自然を次世代につなげることを念頭に置き、地

域教育として自然環境教育を推進し、今後におきましても、自然環境に関する知識とそれ

を守り育てる技術を身につけ、自然との共生を図る人材育成に取り組んでまいりたいと考

えております。 

 ２点目は、羅臼町第６期総合計画の基本計画Ⅰの「知床の自然との共生」の各項目の評

価と今後の課題等についてであります。 

 初めに、自然環境及び森林保全活動の推進の一つ目は、自然環境管理体制の強化であり

ます。 

 これは、野生鳥獣対策が主な項目でありますが、特に、ヒグマはこれまでも保護を基本

にしつつ、住民生活や生産活動に著しく支障を来す個体については、捕獲対策を行ってま

いりました。また、エゾシカにつきましては、ハンターによる狩猟のほか、有害駆除によ

り個体数調整を行っており、今後も環境省や林野庁などの関係行政機関や知床財団などと

密接に連携しながら、管理を進めてまいります。 

 また、企業の御寄附をいただき、今年度から５カ年で電気さくを設置し、地域住民とヒ

グマ、エゾシカのあつれき減尐に努めてまいります。 
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 二つ目は、自然と調和した景観づくりであります。 

 これは、自然環境の保全に対する項目でありまして、これまでも厳格な法規制のもと、

環境保全はなされてきております。 

 海岸漂着ごみは、今後も知床岬クリーンボランティア事業を推進していくとともに、海

岸管理者の北海道とも協議してまいりたいと考えているところであります。 

 なお、懸案でありました環境基本計画につきましては、現在、羅臼町環境審議会を開催

し、今年度中に策定すべく作業を進めております。 

 三つ目は、森林の保全であります。 

 当町は林産業はなく、これまでも良好な森林が維持されてきておりますが、一方で、下

刈りや間伐などの維持管理が実施されていない状況でもあります。 

 今年度、森林法の改正に伴い、市町村森林整備計画の策定が義務づけられておりますの

で、今後は策定された計画に基づき、施策の実施を検討してまいります。 

 次に、観光資源・施設の整備であります。 

 その一つ目は、情報発信拠点の充実と観光施設との連携であります。 

 自然環境の情報発信拠点施設として、平成１９年に新ビジターセンター、平成２０年に

はルサフィールドハウスがオープンいたしました。特に、新ビジターセンターは、オープ

ン時から評価の高い施設であり、来館者も増加しております。 

 また、従来からの観光施設、道の駅も人気の高い施設でありまして、羅臼の観光を考え

る上で、これら施設の連携は不可欠であります。これまで以上に連携し、滞在型体験観光

を進めてまいります。 

 二つ目は、世界自然遺産を活用した経済領域の拡大であります。 

 観光客の入り込みにつきましては、遺産登録された平成１７年には増加しましたが、昨

今の景気低迷により、昨年は３０年ぶりに６０万人を下回り、非常に厳しい状況でありま

した。 

 そのような中、震災の影響で、本年６月と７月に道内の中学校が修学旅行で当町を訪

れ、また、来年には、関西圏の二つの高校の修学旅行が予定されております。 

 ８月２９日には知床羅臼町体験学習推進協議会を設立し、積極的な誘致活動、オール羅

臼でのホスピタリティをもった受け入れ体制を構築してまいります。 

 ２件目の、知床草楽園についての御質問であります。 

 国後館、いわゆる知床草楽園は、平成９年に町が故村田吾一氏の邸宅と草花を譲り受

け、氏の著書や所蔵品、愛用品等や国後島の埋蔵文化財、パネル、写真などを展示し、平

成１０年度から北方領土返還啓発施設として広く町民や観光客に開放してまいりました。 

 しかしながら、開館以来、利用者が低迷し、運営に苦慮しながらも、有効に活用するた

め、シルバー生きがいセンターや千島居住者連盟事務局への委託などを行い、利用者の拡

大を図ってまいりましたが、思うように利用者が伸びず、平成１６年には、費用対効果と

財政改革の側面から閉館せざるを得ないと判断し、現在に至っております。 
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 附設する庭園につきましては、開館以来より専門的な管理を進めるため、シルバー生き

がいセンターに管理を委託しておりましたが、日常的な管理ができないため、現状は必ず

しも好ましい生育環境とは言えない状況であります。 

 議員御質問のとおり、今後は国後館を子育て支援施設として活用する方向で計画してお

り、現存する草花については、専門的知識を持った方々にも協力を仰ぎながら、草花の状

況を調査し、生育可能なものを敷地内に集約管理し、子育て支援施設における託児児童の

情操教育等にも役立ててまいりたいと考えておりますので、御理解を賜りたいと存じま

す。 

 以上でございます。 

○議長（村山修一君） 髙島君。 

○３番（髙島讓二君） まず最初の質問であります、知床の自然との共生について、再質

問いたします。 

 松浦氏の講演で印象的だったのは、先ほど町長も述べられましたとおり、ユネスコス

クールとか、そういうことを積極的に、人材育成に当たっていくということがそこでも言

われましたが、講演の後で高校生が、知床のよさを伝える上で大事なことは何なのかとい

うふうに松浦氏に質問しておりました。私はそれがすごく自分の中では鋭い質問だなとい

うふうに思いまして、松浦氏は、それに対しては、希尐な動植物を保存するためにどのよ

うな努力をしているかを伝えることというふうにお答えになりました。それを聞いて、私

はこのことは非常に大事なことだなというふうに思いました。 

 というのは、よさを伝える上で、上っ面のことは伝えられるかもしれません。だけれど

も、それに対して保存のためとか、保全のためにどういう努力をしているかということを

考えれば、まだまだ我々は足りないのではないかなと。それを例えば、これは世界自然遺

産で、本町は知床を抱えるわけですから、それを後世の人たちに伝えていくためには、今

ある姿がどういう形になっていくのかということを、やっぱり今だけではだめだと思うの

ですね。それをきちっと保全、あるいはふさわしくないところを改善していかなければな

らない努力が必要だろうというふうに思いました。 

 このことについて、例えば、保全、保存というのは我々の力では無理な部分もございま

すが、その辺はやっぱり国とか道とも連携を図って理解していただいて、その辺を一緒に

やっていきたいというふうに私自身は考えておりますが、このことについて町長はどのよ

うにお考えか、お聞かせください。 

○議長（村山修一君） 町長。 

○町長（脇 紀美夫君） このことに関しましては、私、議会を通じながら、あるいはい

ろいろな場面で申し上げております。この世界自然遺産、そして、ここに暮らす私たち

は、知床の自然の恵みの中で生活をしているのだと。その自然の恩恵を受けながら暮ら

し、そして生産活動を行っていると。したがって、自然の恵みということを中心にとらえ

るならば、当然、あえて自然を守るとかということを大上段に構えることではなくて、今
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までの暮らしをそのまま続けていくこと、それが自然を守ることにつながるのだというこ

とは申し上げていたとおりであります。 

 したがって、松浦先生もおっしゃっていたように、今、羅臼で取り組んでいるところの

ユネスコスクール、これは次世代の子供たちが、知床の自然を大事だと思いながら暮らし

ていくということにつながることでありますし、また、中高一貫教育の中でも、知床学と

いうようなことも含めて取り組んでいるということも、今後においていろいろプラスに

なっていく要素であろうと。これがいわゆるソフト的な面であると。 

 一方、ハード面では、先ほど申し上げたように、どうしても知床の中にあって、羅臼町

においては生産している場所と住んでいる場所と、そしてヒグマなどに遭遇したときには

緩衝地帯がないということで、勢いそういう危険を伴う場面もあるということとするなら

ば、やむを得ず、そういう最終的な手段にならざるを得ないということもあるわけであり

ます。 

 したがって、動植物の保全をするためにという努力、なかなか言葉ではそうは言いまし

ても、難しい問題があるわけでありますけれども、これはとりもなおさず、そういうハー

ドでも限界がありますけれども、一にも二にもやはり町民の意識と、そういうソフト面が

大事であろうというふうに思っているところであります。 

 以上です。 

○議長（村山修一君） 髙島君。 

○３番（髙島讓二君） 私が４年前に議員にさせていただいたときに、実は、１回目、議

員になって最初の６月の議会で提案させていただきました。我が町は環境保全を大事にし

ていくということを町として掲げたらどうかというふうに提案させていただいたのですけ

れども、町長はそのときに、平成２０年に環境基本計画をつくるというふうにおっしゃっ

て、町として、その環境基本計画で環境保全をしていくのだということがうたわれるのか

なというふうに思いましたら、実は、それは本町に環境基本条例がありまして、それにも

書いてあるのですが、環境基本計画を作成しなさいというふうに条例で定められているの

ですが、それからもう４年たっていますが、まだできてきている段階ではないのです。 

 そういうことを考えると、やっぱり町としてももっと環境を保全していくということに

対して、ただ口先だけではなくして、実際に羅臼町が環境に対してすごく関心を持って保

全しているのだというような姿勢がまず必要ではないかなというふうに思うわけです。 

 そういう意味において、書いている文言が大切だと思いませんけれども、まず指針とい

うことをやっぱり町民にもわかっていただくためにも、そういう環境基本計画を早く、既

に町長が言われて３年もたっているわけですから、そこをまず最初の基本として、早く出

していただきたいというふうに思います。それについて、環境基本計画はいつごろできる

予定でいらっしゃるのか、ちょっとお聞かせください。 

○議長（村山修一君） 町長。 

○町長（脇 紀美夫君） 先ほども答弁したと思いますけれども、年度内ということで作
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成してまいりたいというふうに思っております。 

○議長（村山修一君） 髙島君。 

○３番（髙島讓二君） わかりました。 

 次に、我が町の第６期総合計画について再質問いたしますが、先ほどの松浦氏の講演

会、また、世界自然遺産とも大きなかかわりが総合計画にも書かれております。世界自然

遺産事業と題しまして、知床の自然環境を損なうことなく利用適正化や町民の環境保全意

識の変化を期待するとありますが、そこには町の環境基本計画を平成２０年度までに策定

し、名実ともに世界に誇れる知床羅臼町を目指すと書いてあります。今、町長が年度内に

環境基本計画をつくるというふうに言われましたので、その趣旨として、これを言ってい

る以上は、本当に早く出すべきだと思います。既に、もうことしは２３年の９月ですか

ら、それから見たら、もう３年、４年たとうとしているわけです。 

 そういう指針を示すことによって、やっぱり子供たちにも羅臼は環境を守っているのだ

というふうなことを、教育的現場からも教えられると思いますし、ユネスコスクールのほ

うでも、それに基づいてもっといろいろ展開ができるのではないかと。そういうことに

よってまた、羅臼町の自然とか環境が守られるのではないかというふうに私は思います。 

 それで、身近な問題で、ごみの問題とかそういうことは、私は毎年、環境保全について

毎回質問させていただいていますけれども、前回もごみを捨てている場所があると、町民

がですね。そこを最近また見ました、私。そうすると、前のごみがまだ一部残っていると

いうのと、それからひどいのは、羅臼町のごみ袋に入ったままそこに捨てられているとい

う現状があります。相変わらず、トッカリムイの先のほうのカーブのところなのですけれ

ども、そこに家財道具みたいなものも捨てられております。それがなかなか直っていない

のですね。 

 ですから、そういうところには、最初は改善されるまではみっともないかもしれません

けれども、やっぱり立て看板とか立てて、ごみを捨てるなとか、その辺は標津町はよく

やっていますけれども、我が町でもそういうところが、ごみを捨てられる箇所には必要で

はないかなと思いますが、町長、その辺はどうでしょうか。 

○議長（村山修一君） 町長。 

○町長（脇 紀美夫君） 最終的には、行政として当然、そういう町民啓発も含めてとい

うようなことになりますけれども、町民のモラルということが一番大事であろうというふ

うに思っています。 

 そういう中で、私、ことしの６月の執行方針でも申し上げておりますように、知床の番

人宣言、これは管内広域的に取り組んでいることであります。したがって、それを促進し

てまいりたいというふうに話しているところであります。 

 不法投棄の問題、これは一種の犯罪でありますから、今、担当課でも一生懸命そういう

事例について取り組んでおりますけれども、中には警察に告発するということも強制的に

やっております。したがって、それらも含めながら、今後さらに、全町民的にそういう啓
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蒙活動を町として行ってまいりたいというふうに思っているところであります。 

 したがって、そういう看板等につきましては、今後さらにそういう方向の中で検討して

まいりたいというふうに思っております。 

○議長（村山修一君） 髙島君。 

○３番（髙島讓二君） もちろん自然環境を整備していくことは大切なのですけれども、

まず足元で自分たちのことをしっかり、町民みずから、そのモラルの問題ということも、

モラルがないのであれば、やっぱり町のほうでもっと啓発していかなければならないと思

いますし、そういう立て看板も含めてもっと町民に、それは例えば写真を撮って広報に載

せてもいいと思うのですよね。こういう現状だということをやっぱりやる必要があるので

はないかなというふうに思います。それを検討していただくということで、早く町民がみ

ずからモラルのないごみの捨て方をしないように、行政のほうでもやっぱりしっかりとし

た監視あるいは啓発が必要ではないかというふうに私は思います。 

 第６期総合計画の中の基本計画について、先ほど町長からもいろいろお答えいただきま

した。自然環境管理体制の強化というのは、大体クマとかシカとかという問題で、これは

環境省とか知床財団のほうにエキスパートがいますので、そちらのほうにやっぱりお任せ

するしかないというふうに思うわけですね。 

 私がちょっと問題にしたいなと思うのは、シカがすごくふえているのですが、先日は環

境省主催で、知床岬のほうに植物のほうの外来種ですね、アメリカオニアザミとか、それ

からハンゴンソウはもう枯れていたのですけれども、それからオオマルハナバチという外

来種のハチがいるのですけれども、その退治に私も参加させていただきました。知床岬の

ほうにも当然あるのですけれども、実は、身近なところで、相泊とか、それからシカの出

没するところですね、大体草地に多いのですけれども、その草地がもうアメリカオニアザ

ミが密集している状態です。そういうところがどんどんふえている状態ですから、そこを

何とか退治していかないと、それはもう種が飛んでしまった後ですから何とも言えないの

ですが、来年に向けて、外来種の撲滅を強化してやっていく必要があるのではないかとい

うふうに思います。 

 もう一つ、すごく気になるのは、景観づくりもこの基本計画の中にうたわれているので

すが、自然と調和した景観づくり、これはトッカリムイのあたりから斜面が全部もう、金

属製の雪崩どめがあるのですね。あれはやっぱり、例えばの話、自然と調和した景観づく

りから全くもう反している問題ですし、それは町のほうが多尐はかかわっていても、ほと

んどが道の仕事、国の仕事としてやられているのだというふうに私は思っておりますが、

当然、雪崩をとめるにはそういうものが必要なのかもしれませんけれども、それをなるべ

く目立たさないように、例えば植林とかやって隠して、隠すと言ったらおかしいですけれ

ども、目立たなくして、知床の自然にふさわしい調和した景観づくりをやっていく必要が

あるのではないかと。次のページに森林の保全というのがありますが、ここには町民によ

る植樹の支援というのもありますから、そういうことをもっと積極的にやっていって、自
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然環境を保全していく必要があるのではないかというふうに思いますが、町長の意見をお

聞きします。 

○議長（村山修一君） 町長。 

○町長（脇 紀美夫君） 今の自然と調和した景観づくりという中で、先ほど、ごみの問

題もありました。今の相泊方面における、恐らく治山のそういう雪崩どめ等のことを言っ

ているのかというふうに思いますけれども、これについては、当然、北海道の工事でやっ

ていただいておりますけれども、これは世界自然遺産登録の期間と関係なく、以前から

やっていただいているところでありまして、当然あの山どめの工事をするためにどういう

資材が必要なのかという判断の中で、ああいう資材を使っているのだというふうに思いま

すし、これは世界自然遺産を登録するに当たって、その辺の状況も含められた中でもって

登録されたというふうに思っております。 

 したがって、それらをさらにまた、植樹という面からどうかという話、御意見として承

りたいと思いますけれども、それについて今この場でこういう対策ができるとか、すると

かという町としての考えは持ち合わせておりませんので、御理解をいただきたいというふ

うに思います。 

○議長（村山修一君） 髙島君。 

○３番（髙島讓二君） 持ち合わせていないかどうかわからないのですけれども、この森

林の保全においては、植樹の支援とかというふうに主要な施策として掲げておりますの

で、なるだけやっぱり植樹をしていって、自然が壊れているところを修復していく必要が

あるのではないかというふうに私は思います。 

 それは、例えば、世界自然遺産、北海道としては１カ所しかないわけで、さらに世界自

然遺産は今度小笠原が登録されましたが、４カ所ですね、自然遺産については。ですか

ら、そのうちの知床について、もっと国の、環境省がふさわしいのだと思いますが、環境

省、また北海道のほうに働きかけを強く行って、その辺の景観保全、環境保全をもっと支

援していただけないかということを、我々も訴えていくべきだというふうに思うのです

が、町長、その辺はどうでしょうか。 

○議長（村山修一君） 基本的な方向性はそのとおりだと思いますけれども、実際に具体

的にそういう形を道のほうに提案するなり、あるいは訴えていくということにつきまして

は、もう尐し精査しながら検討する必要があるなと。その上で、そういう取り組みをして

まいりたいというふうに思っております。 

○議長（村山修一君） 髙島君。 

○３番（髙島讓二君） 我が町は漁業のまちですから、どうしても生活道路として相泊ま

では道路があるという状況なのですが、そこで雪崩が起きたら、昆布場が心配だとか、そ

ういうふうなことが多くあるから、どうしても雪崩どめが必要だとかというふうになるの

でしょうけれども。つまり、便利な生活をするとなるとどうしても自然を破壊していくと

いうことにもなるのですね。そこら辺をやっぱりうまく折り合いをつけて、どこまでやっ
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たら自然が壊れないで、景観もさることながら壊れないでやっていくのかということを、

町としてもいろいろふだんから考えてやっていただきたい、関心を持っていただきたいと

いうふうに。ただ、漁師の言っているまま、雪崩が起きないようにしてくれということを

一方的にあれするのではなくて、やっぱり世界自然遺産の場所なのだということを、もう

ちょっと町民の方たちも理解をいただきたいと思いますし、そういうことを啓発していか

なければならないのではないかなというふうに私は思いますが、その辺、町長どうでしょ

うか。 

○議長（村山修一君） 町長。 

○町長（脇 紀美夫君） 町民の啓発ということであります。当然、町長として、そうい

う町民に啓発を今までもしているつもりでありますけれども、その分がもし足りないとす

るならば、より以上にやっていかなければならないと思っていますし、議員皆さんにおか

れましても、いろいろな場面で町民とのそういう会話等がありましたら、ぜひとも御協力

いただければと思っています。 

 以上です。 

○議長（村山修一君） 髙島君。 

○３番（髙島讓二君） その後は、この世界自然遺産知床を例えばベースとして、世界交

流、あるいは情報発信の拠点、観光施設との連携を図りながら、経済領域の拡大というこ

とを町の総合計画にもうたっているわけですから、観光客にとっても心地よい、あるいは

来てよかったなと思えるような場所でなければだめだと思うのですね。世界自然遺産の場

所に来て、何か雪崩どめの鉄さくばかりだぞと。木が全くなくて、そういうような感じだ

とやっぱり観光客は喜ばないわけですから、その観光客が世界自然遺産の知床に来てよ

かったなというふうに思ってもらえるようなことが、我が町にとってもプラスになってい

くのではないかなというふうに私は考えますので、その点をやっぱり、我々もそうです

し、行政の方々も皆さんで考えて、どういう形がふさわしいのかということを一生懸命考

えていかなければならないのではないかなというふうに私は思います。 

 先ほど、エゾシカの繁殖の問題で、エゾシカがその斜面に補修した草を食べて、その

後、アザミがおがるというふうな悪循環になっているわけです。その雪崩どめも松の木ば

かりだと、逆に今度、エゾシカのコロニーになるみたいなのですね。その辺は環境省の人

たちにお聞きしたのですけれども、ただ松だけではないと。ここは、特に知床は、針葉樹

と広葉樹のまじった混交林が一つの特徴でもありますから、やっぱりそういうふうに不自

然な松ばかり植えるのではなくして、混交していって豊かな自然にしていかなければなら

ないということも方策としてあるのではないかなというふうに私は思います。 

 続きまして、知床草楽園について、町長が今お答えになって、託児所として使っていく

のだというふうにおっしゃいましたが、私としましては、それは平成１０年、多分、私ま

だ羅臼に来ていないので、その辺はよくわかりませんが、前の町長さんが、希尐な植物が

あるというのは多分皆さん御存じでしょうから、そこを何とか残して、羅臼に唯一と言っ
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ていいと思うのです、私は。個人の家で草花をめでている人はたくさんいるのですけれど

も、パブリックなスペースでそういう自生の花とか草を見られるというのは、この知床草

楽園しかないわけですから。また、しかも、斜里のほうには、そういうものがあるかどう

かわかりませんが、せっかく観光客が来て、山にも登れない人も草楽園に行くとこういう

ものがあるから、話が飛んで申しわけないですけれども、本町の庁舎の前にコマクサとい

う有名な高山植物が植わっておりますが、そういうものですね、やっぱり羅臼にもめでて

いる人たちがたくさんいますから、そういう人たちから株分けなんかしてもらって、庭園

をしっかりと守って、それを引き継いでいかなければならないのではないかというふうに

私は思います。 

 ただ、託児所として利用すると、どうしてもやっぱり子供たちには庭とかが必要になっ

てきますから、そういうところに利用されると、やっぱり貴重な花も踏みつけられたり抜

かれたりしてしまいますので、その場所がふさわしいかどうか、草楽園が託児所としてふ

さわしいかどうかというのは、ちょっと私は疑問に思います。その辺について、町長はど

のようにお考えでしょうか。 

○議長（村山修一君） 町長。 

○町長（脇 紀美夫君） このことについては、繰り返しになりますけれども、先ほど答

弁したことが基本でありますが、以前をちょっと振り返ってお話しさせていただければ、

非常に利用者が尐ない、運営にいろいろ苦慮しながらというような話をしましたけれど

も、その後、いろいろなまちづくりを進めていく中で、あの施設を有効に活用するために

はどういうような使い方があるのかということをいろいろアイデアも求めました。全町民

的にも、あるいは庁舎の中でもいろいろと検討しましたし、あるいは議員皆さんがお集ま

りの中で何か知恵がないかということもいろいろと御相談もしたところもございます。し

かしながら、どうしてもあの施設自体が住宅であったというところから、帯に短したすき

に長しのようなところがございまして、なかなかそういう利用の仕方ということについて

は適当なところに至らなかったという状況もございます。 

 一方、草花については、今、面積的にはあれだけありますけれども、整理するとあそこ

までまだ必要がないだろうということもございます。我々のほうの管理が徹底していな

かったということがあって、若干、当初から見ると紛失してしまっているような状況もあ

るわけでありますので、今回これを契機に、いま一度専門家に調べていただいて、どれが

残すべきなのかどうなのかと、あの敷地の中できちっと集約して整備していきたいと、保

存していきたいというふうに思っています。 

 したがって、その集約した中にあって、そこにスペースができたとするならば、託児所

を整備していく中で、例えば、砂場も設けられればというふうに思っております。 

 したがって、一方で草花をきちっと整備しということによって、子供の情操教育という

お話もしましたけれども、それによって自然の大切さを子供のうちから学んでいただけれ

ば、ある意味では自分勝手な言い方ですけれども、一石二鳥にもなるのではないかなとい
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うことで、あの施設をそういう形で利用していきたいというふうに思っております。 

○議長（村山修一君） 髙島君。 

○３番（髙島讓二君） ここに百年史があるのですけれども、これをちょっと読ませてい

ただきますね。最後のところですけれども、前は省略しますけれども、「将来的に知床の

植物園として一般公開しながら、次世代へと引き継いでいくべき貴重な知床羅臼の自然財

産の一つとして大切に育成していく必要があり、羅臼町がシルバー生きがいセンターに管

理を委託し運営している」というふうになっております。 

 私は、やっぱりこれは、本当に羅臼町では数尐ない文化施設だというふうに思っていま

した。私は議員になる前にも写真を撮っていまして、たびたび草楽園に行って、知床の草

花を見させていただきましたが、そのときはまだ見られる状態でした。もうかれこれ、世

界自然遺産になる前ですから、六、七年前の話ですが、それがもう今では、本当に精査さ

れると全部なくなってしまうのではないかというふうに危惧します。 

 ですから、そうではなくして、むしろ、今荒廃したものをもう一回きちっと立て直し

て、羅臼には本当に草花をめでている人がたくさんいるわけですから、シルバーの人たち

が詳しいかどうかはわかりません。その詳しい人を集めて、例えばこの中にない花で、例

えば、知円別小中学校の庭にも自然の草花がありました。貴重な山のツガザクラとか、そ

ういうのもあったのですけれども、残念ながら一部盗掘されまして、なくなって、地元の

岬町の町民の方々が手分けして保護しようということで、有志の方たちが分かれ分かれで

持っていったということがあります。ですから、そういう好きな人たちはたくさんいるの

で、そういう人たちを集めてどうするかということをもう一回やって、僕は文化的な遺産

だと思っていますので、そういうことを町として、姿勢の問題なのですが、見せていく必

要があるのではないかというふうに私は思いますので、そこら辺を町長にもう一回お聞き

しまして、質問を終わらせていただきます。 

○議長（村山修一君） 町長。 

○町長（脇 紀美夫君） 繰り返しになりますけれども、庭園については、先ほど言った

ように集約して、専門家に一応きちっと見ていただいて、これはやっぱり貴重なものであ

るということの中で集約して、そこに整備してまいりたいと思っているのです。 

 建物については、そういう形でもって、主としてゼロ歳児の託児というのは建物が中心

であります。したがって、それの附属施設として庭園が今もありますから、それを髙島議

員おっしゃるように、貴重なもの、それはそれとして保護していきたいと。あのままにし

ておくことによって、逆に何か余りにも荒廃してしまっているというような印象も受ける

ものですから、それをある程度、あのスペースの中で集約していきたいと。そして、使い

分けをして効率的に使っていきたいというふうに思っておりますので、御理解をいただき

たいというふうに思います。 

○議長（村山修一君） これで、髙島讓二君の一般質問を終わります。 

──────────────────────────────────── 
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◎日程第６ 議案第３７号 羅臼町教育委員会の委員の任命につき同意を 

求めることについて 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第６ 議案第３７号羅臼町教育委員会の委員の任命につき同

意を求めることについてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（脇 紀美夫君） ただいま上程されました議案第３７号、６０ページでございま

す。 

 羅臼町教育委員会の委員の任命につき同意を求めることについて。 

 羅臼町教育委員会の委員に次の者を任命したいので、地方教育行政の組織及び運営に関

する法律第４条第１項の規定により、議会の同意を求めるものでございます。 

 住所につきましては、北海道目梨郡羅臼町本町７１番地１７。 

 氏名につきましては、萬屋志都子氏でございます。 

 生年月日は、昭和３３年１０月２０日。 

 任期につきましては、平成２３年１０月１日から２７年９月３０日までの４年間でござ

います。 

 萬屋志都子氏につきましては、平成１８年１月１日に教育委員会に就任してから、現在

までの間に、平成１９年の１０月１日に再任され、その後、その職責を十分に果たしてい

ただいておりますので、引き続き選任いたしたく、議員皆様の満堂の御賛同を賜りたく御

提案申し上げる次第でございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（村山修一君） 説明が終わりましたので、質疑を許します。ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村山修一君） これで、質疑を終わります。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本件は、これに同意することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（村山修一君） 起立総員です。 

 したがって、日程第６ 議案第３７号羅臼町教育委員会の委員の任命につき同意を求め

ることについては、同意することに決定しました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第７ 報告第１４号 専決処分した事件の承認について 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第７ 報告第１４号専決処分した事件の承認についてを議題

とします。 
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 提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（脇 紀美夫君） ただいま上程されました報告第１４号でございます。１ページ

でございます。専決処分した事件の承認についてでございます。 

 このことにつきましては、平成２３年度の一般会計の補正でございます。その補正の歳

出における農林水産業費の中の水産業費でありますが、知床らうす海洋深層水の商標登録

の更新費用についてであります。 

 これにつきましては、当初予算における計上漏れであり、その原因は失念によるもので

あります。大変申しわけなく、おわびを申し上げますとともに、今後かかることのないよ

う緊張感を持って業務を執行していただくよう指導してまいりますので、よろしくお願い

いたします。 

 内容につきましては、副町長に説明をいたさせます。 

○議長（村山修一君） 副町長。 

○副町長（鈴木日出男君） 議案の１ページをお願いいたします。 

 報告第１４号専決処分した事件の承認について。 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分したので、報告し、

承認を求めるものでございます。 

 ２ページ。 

 専決処分書。 

 平成２３年度目梨郡羅臼町一般会計補正予算について、地方自治法第１７９条第１項の

規定により、別紙のとおり専決処分する。 

 専決年月日につきましては、平成２３年８月１９日であります。 

 ３ページをお願いいたします。 

 平成２３年度目梨郡羅臼町一般会計補正予算。 

 平成２３年度目梨郡羅臼町の一般会計補正予算は、次に定めるところによる。 

 第１条、歳入歳出予算の補正でございます。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３４万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入

歳出それぞれ３８億６,６２２万２,０００円とする 

 ２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によるところでございます。 

 ４ページをお願いいたします。 

 第１表、歳入歳出予算補正、歳入でございます。 

 １８款１項繰越金、３４万円を追加し、３,５９４万６,０００円。 

 歳入の合計、３４万円を追加し、３８億６,６２２万２,０００円。 

 歳出でございます。 

 ５款農林水産業費、３４万円を追加し、５,０９６万４,０００円。 
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 ３項水産業費、３４万円を追加し、３,３５４万２,０００円。 

 歳出合計、３４万円を追加し、３８億６,６２２万２,０００円。 

 ６ページでございます。 

 事項別明細書の説明でございます。 

 歳入。 

 １８款１項１目繰越金、３４万円の追加でございます。補正財源のために前年度繰越金

に求めているものでございます。 

 ８ページをお願いいたします。 

 歳出でございます。 

 ５款農林水産業費３項水産業費４目深層水事業費、３４万円の追加でございます。 

 これにつきましては、登録商標、知床らうす海洋深層水の１０年ごとに更新をする更新

手数料でございます。 

 よろしくどうぞお願いいたします。 

○議長（村山修一君） 説明が終わりましたので、質疑を許します。質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村山修一君） これで、質疑を終わります。 

 これから、報告第１４号を採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 報告第１４号専決処分した事件は、承認することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（村山修一君） 起立総員です。 

 したがって、日程第７ 報告第１４号専決処分した事件の承認については、承認するこ

とに決定しました。 

 ここで、２時５分まで休憩します。２時５分、再開します。 

午後 １時５０分 休憩 

────────────── 

午後 ２時０５分 再開 

○議長（村山修一君） 再開します。 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第８ 議案第２９号 平成２３年度目梨郡羅臼町一般会計補正予算 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第８ 議案第２９号平成２３年度目梨郡羅臼町一般会計補正

予算を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 町長。 
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○町長（脇 紀美夫君） ただいま上程されました議案第２９号、そして、この後上程が

予定されております議案第３０号から第３６号、認定第１号から第７号、報告第１５号、

１６号のそれぞれにつきましては、副町長以下、担当職員をして説明いたさせますので、

よろしくお願いいたします。 

○議長（村山修一君） 副町長。 

○副町長（鈴木日出男君） 議案の１４ページをお願いいたします。 

 議案第２９号平成２３年度目梨郡羅臼町一般会計補正予算。 

 平成２３年度目梨郡羅臼町の一般会計補正予算は、次に定めるところによる。 

 第１条は、歳入歳出予算の補正でございます。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２,１６４万９,０００円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ３８億８,７８７万１,０００円とする。 

 ２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 第２条は、債務負担行為の補正でございます。 

 債務負担行為の追加は、「第２表 債務負担行為補正」による。 

 第３条は、地方債の補正でございます。 

 地方債の変更は、「第３表 地方債補正」による。 

 １５ページをお願いいたします。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 歳入でございます。 

 １６款１項寄附金、８３７万９,０００円を追加し、１,７１７万９,０００円。 

 １７款繰入金１項基金繰入金、５００万円を追加し、２億７,３１５万３,０００円。 

 １８款１項繰越金、２８０万６,０００円を追加し、３,８７５万２,０００円。 

 １９款諸収入、２００万円を追加し、３,４９９万６,０００円。 

 ４項雑入、２００万円を追加し、３,３７６万１,０００円。 

 ２０款１項町債、３４６万４,０００円を追加し、１億８,４６６万７,０００円。 

 歳入合計、２,１６４万９,０００円を追加し、３８億８,７８７万１,０００円。 

 歳出でございます。 

 ２款総務費、１,４２３万９,０００円を追加し、５億６,１０２万５,０００円。 

 １項総務管理費、１,２０７万３,０００円を追加し、５億２,１８３万１,０００円。 

 ２項徴税費、２１６万６,０００円を追加し、８９０万２,０００円。 

 ４款衛生費、５４０万円を追加し、８億４,８５５万６,０００円。 

 １項保健衛生費、５４０万円を追加し、５億４１１万１,０００円。 

 ８款教育費、２０１万円を追加し、２億６,２３８万７,０００円。 

 ６項保健体育費、２０１万円を追加し、９,８１４万３,０００円。 

 歳出合計、２,１６４万９,０００円を追加し、３８億８,７８７万１,０００円。 
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 １７ページをお願いいたします。 

 第２表、債務負担行為補正でございます。 

 追加でございます。 

 準公共施設改築工事助成金、２４年度において限度額３１５万円を定めるものでござい

まして、共栄町会館改築に伴う助成でございます。２３年、２４年、２カ年で助成するこ

とから、債務負担を設定するものでございます。 

 第３表、地方債補正。 

 変更でございます。 

 目的は臨時財政対策債でございまして、限度額を１億８,１２０万３,０００円から１億

８,４６６万７,０００円に変更するものでございます。額の確定によるものでございま

す。 

 なお、起債の方法、利率、償還の方法については変更ございません。 

 １８ページをお願いいたします。 

 事項別明細書の説明をいたします。 

 歳入でございます。 

 １６款１項寄附金１目総務費寄附金、８３７万９,０００円の追加でございます。それ

ぞれ、診療所建設に１３件、知床の保全に２件の寄附採納があったものでございます。 

 １７款繰入金１項１目基金繰入金、５００万円でございます。これにつきましては、知

床の保全に対しまして、ダイキン工業より５００万円の寄附採納がございました。これを

野生鳥獣保護管理の事業を行うために繰り入れするものでございます。 

 １８款１項１目繰越金、２８０万６,０００円の追加につきましては、補正財源の調整

のために繰越金に求めたものでございます。 

 １９款諸収入４項３目雑入、２００万円の追加でございます。コミュニティ助成事業の

助成金が決定されたものでございます。 

 ２０款１項町債１目臨時財政対策債、３４６万４,０００円の追加につきましては、額

の確定によるものでございます。 

 ２０ページをお願いいたします。 

 歳出でございます。 

 ２款総務費１項総務管理費１目一般管理費、８３７万９,０００円の追加でございまし

て、それぞれ歳入で説明いたしました診療所改築、知床の保全にそれぞれ寄附をいただき

ました。それを知床・羅臼まちづくり基金に積み立てるものでございます。 

 ７目自治振興費、３１５万円の追加でございます。共栄町の会館増改築に伴いまして、

条例に従い助成をするものでございます。総事業費１,６２０万円に対し、２分の１以内

ということで６３０万円の助成をするわけでありますが、２３年、２４年、２カ年で分割

交付することから、３１５万円の追加をするものでございます。 

 １０目財産管理費、１２万円の追加でございます。診療所の建設に伴いまして、駐車場
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のスペースが手狭になることから、一部、民有地を借り上げて対応しているところでござ

いますが、土地借上料に不足を生ずる１２万円を補正するものでございます。 

 １１目企画費、４２万４,０００円でございます。これにつきましては、本町の道の駅

周辺再開発実現のための調査、また、修学旅行等の誘致のために情報提供するための訪問

旅費について追加補正をするものでございます。 

 ２項徴税費１目税務総務費、２１６万６,０００円の追加でございます。これにつきま

しては、法人税の過年度予定納付分に還付の確定がしたもの、あるいは、今後、還付予定

が生じているものもございますので、この償還金でございます。 

 ４款衛生費１項保健衛生費３目環境衛生費、４０万円の追加でございます。これにつき

ましては、自由型１区画の霊園の返還があったものでございまして、これの償還金でござ

います。 

 ７目野生鳥獣保護管理費、５００万円の追加でございます。再三お話をしておりますと

おり、ダイキン工業から、５年間にわたりまして合計４,０００万円の寄附採納をいただ

いたところでございまして、これの協定につきましては先般終了いたしております。今年

度につきましては、ヒグマ、エゾシカの侵入防止対策として電気さくを設置する事業を、

ルサ～相泊間で行うこととして、今般、昆布浜に７４９メーターの電気さくを設置する事

業費でございます。 

 ２２ページをお願いいたします。 

 ８款教育費６項保健体育費１目保健体育総務費、２０１万円の追加でございます。コ

ミュニティ助成の決定を受けたものでございまして、健康づくり推進事業のための備品購

入でございます。ブロックマット外８２点を体育館に備品購入として備えるものでござい

ます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（村山修一君） 説明が終わりましたので、質疑を許します。質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村山修一君） なければ、これで質疑を終わります。 

 これから、議案第２９号を採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 議案第２９号一般会計補正予算は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願いま

す。 

（賛成者起立） 

○議長（村山修一君） 起立総員です。 

 したがって、日程第８ 議案第２９号平成２３年度目梨郡羅臼町一般会計補正予算は、

原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第９ 議案第３０号 平成２３年度目梨郡羅臼町国民健康保険事業 
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特別会計補正予算 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第９ 議案第３０号平成２３年度目梨郡羅臼町国民健康保険

事業特別会計補正予算を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（渡辺憲爾君） ２４ページをお願いします。 

 議案第３０号平成２３年度目梨郡羅臼町国民健康保険事業特別会計補正予算です。 

 平成２３年度目梨郡羅臼町の国民健康保険事業特別会計補正予算は、次に定めるところ

による。 

 第１条は、歳入歳出予算の補正であります。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２,１６３万７,０００円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ１１億５,６８７万２,０００円とする。 

 ２項は、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によるとしております。 

 ２５ページをお願いします。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 歳入です。 

 １０款１項繰越金、２,１６３万７,０００円を追加し、２,１６３万８,０００円。 

 歳入合計１１億５,６８７万２,０００円。 

 歳出です。 

 １款総務費、２,０００万円を追加し、３,０９５万円。 

 １項総務管理費、２,０００万円を追加し、２,５４４万９,０００円。 

 １０款諸支出金、１６３万７,０００円を追加し、１９６万７,０００円。 

 １項償還金及び還付加算金、１６３万７,０００円を追加し、１９５万７,０００円。 

 歳出合計、２,１６３万７,０００円の追加で、１１億５,６８７万２,０００円。 

 ２７ページです。 

 歳入歳出補正予算事項別明細書であります。 

 歳入です。 

 １０款１項１目繰越金で２,１６３万７,０００円の追加補正です。歳出の財源を前年度

繰越金に求めたものであります。 

 ２９ページ、歳出です。 

 １款総務費１項総務管理費１目一般管理費で２,０００万円の追加です。国民健康保険

財政調整基金に積み立てをするものです。これにより、基金の積み立て残高は４,１０６

万１,０００円となります。 

 １０款諸支出金１項償還金及び還付加算金３目償還金で１６３万７,０００円の追加で
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す。平成２２年度の退職医療の療養給付費交付金の確定により、超過交付分となった額を

返還するものです。 

 なお、今回の補正予算につきましては、９月５日に開催されました第５回国保運営協議

会に諮問し、原案どおり答申をいただいておりますことを申し添えます。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（村山修一君） 説明が終わりましたので、質疑を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村山修一君） なければ、これで質疑を終わります。 

 これから、議案第３０号を採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 議案第３０号国保会計補正予算は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願いま

す。 

（賛成者起立） 

○議長（村山修一君） 起立総員です。 

 したがって、日程第９ 議案第３０号平成２３年度目梨郡羅臼町国民健康保険事業特別

会計補正予算は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１０ 議案第３１号 平成２３年度目梨郡羅臼町介護保険事業特別 

会計補正予算 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第１０ 議案第３１号平成２３年度目梨郡羅臼町介護保険事

業特別会計補正予算を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 地域包括ケア支援センター課長。 

○地域包括ケア支援センター課長（斉藤健治君） 議案の３１ページをお願いいたしま

す。 

 議案第３１号平成２３年度目梨郡羅臼町介護保険事業特別会計補正予算。 

 平成２３年度目梨郡羅臼町の介護保険事業特別会計補正予算は、次に定めるところによ

る。 

 第１条は、歳入歳出予算の補正でございます。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４１４万７,０００円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ３億４,７１５万５,０００円とするものでございます。 

 ２項は、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」に定めております。 

 ３２ページをお願いいたします。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 
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 歳入でございます。 

 ３款国庫支出金、１２６万１,０００円を追加し、７,８４９万９,０００円。 

 １項国庫負担金、１２６万１,０００円を追加し、６,０３６万４,０００円。 

 ４款１項支払基金交付金、１４３万９,０００円を追加し、９,７９２万３,０００円。 

 ５款道支出金、１４４万７,０００円を追加し、４,６７９万３,０００円。 

 １項道負担金、１４４万７,０００円を追加し、４,５６７万４,０００円。 

 歳入合計、４１４万７,０００円を追加し、３億４,７１５万５,０００円。 

 続きまして、歳出でございます。 

 １款総務費、３５７万５,０００円を追加し、７４４万４,０００円。 

 １項総務管理費、３５７万５,０００円を追加し、５６０万３,０００円。 

 ５款諸支出金１項償還金及び還付加算金、５７万２,０００円を追加し、６７万３,００

０円。 

 歳出合計、４１４万７,０００円を追加し、３億４,７１５万５,０００円。 

 続きまして、事項別明細書で御説明いたしますので、３４ページをお願いいたします。 

 事項別明細書、歳入でございます。 

 ３款国庫支出金１項国庫負担金１目介護給付費負担金、１２６万円の追加。 

 ４款１項支払基金交付金１目介護給付費交付金、１３８万５,０００円の追加。 

 続きまして、２目地域支援事業支援交付金、５万４,０００円の追加。 

 ５款道支出金１項道負担金１目介護給付費負担金、１４４万７,０００円の追加。 

 以上４点の追加補正につきましては、説明欄に記載してありますとおり、それぞれ前年

度の介護保険会計の額の確定によるルール分の追加交付金でございます。 

 ３６ページをお願いいたします。 

 歳出でございます。 

 １款総務費１項総務管理費１目一般管理費、３５７万５,０００円の追加補正でござい

ます。内容につきましては、介護給付費準備基金に積み立てるものでございます。 

 ５款諸支出金１項償還金及び還付加算金２目償還金、５７万２,０００円の追加補正で

ございます。内容につきましては、歳入でもお話しいたしました、前年度の介護保険会計

の額の確定により、超過交付分となった額を返還するものでございます。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（村山修一君） 説明が終わりましたので、質疑を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村山修一君） なければ、これで質疑を終わります。 

 これから、議案第３１号を採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 議案第３１号介護保険会計補正予算は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願

います。 
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（賛成者起立） 

○議長（村山修一君） 起立総員です。 

 したがって、日程第１０ 議案第３１号平成２３年度目梨郡羅臼町介護保険事業特別会

計補正予算は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１１ 議案第３２号 平成２３年度目梨郡羅臼町国民健康保険 

診療所事業特別会計補正予算 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第１１ 議案第３２号平成２３年度目梨郡羅臼町国民健康保

険診療所事業特別会計補正予算を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 事務課長。 

○診療所事務課長（対馬憲仁君） ３８ページをお願いいたします。 

 議案第３２号平成２３年度目梨郡羅臼町国民健康保険診療所事業特別会計補正予算でご

ざいます。 

 平成２３年度目梨郡羅臼町の国民健康保険診療所事業特別会計補正予算は、次に定める

ところによるものでございます。 

 第１条は、歳入歳出予算の補正でございます。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７,６２３万１,０００円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ１１億４,０９４万３,０００円とするものでございます。 

 ２項は、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によるものでございます。 

 第２条は、地方債の補正でございます。 

 地方債の追加は、「第２表 地方債補正」によるものでございます。 

 ３９ページをお願いいたします。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 歳入でございます。 

 ５款１項繰越金、１３万１,０００円を追加し、１３万２,０００円。 

 ７款１項町債、７,６１０万円を追加し、５億５,３９０万円。 

 歳入合計、７,６２３万１,０００円を追加し、１１億４,０９４万３,０００円。 

 続きまして、歳出でございます。 

 １款総務費１項総務管理費、７,６２３万１,０００円を追加し、９億３,３９４万２,０

００円。 

 歳出合計、７,６２３万１,０００円を追加し、１１億４,０９４万３,０００円。 

 ４１ページをお願いいたします。 

 第２表、地方債補正。 
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 追加でございます。 

 内容につきまして、起債の目的は、医師住宅新築事業債（過疎対策事業債）でございま

す。限度額は７,６１０万円。起債の方法は、証書借入または証券発行。利率は５.０％以

内。償還の方法は、政府資金については、その融資条件により、銀行その他の場合にはそ

の債権者と協定するものによる。ただし、町財政の都合により据置期間及び償還期限を短

縮し、もしくは繰上償還または低利に借換えすることができるものでございます。 

 続きまして、歳入歳出補正予算事項別明細書により説明させていただきます。 

 ４２ページをお願いいたします。 

 歳入でございます。 

 ５款１項１目繰越金に１３万１,０００円を追加するものでございます。内容につきま

しては、補正額の財源調整のため、前年度繰越金に求めるものでございます。 

 ７款１項町債１目診療所事業債に７,６１０万円を追加するものでございます。内容に

つきましては、医師住宅新築事業の財源を医師住宅新築事業債に求めるものでございま

す。 

 続きまして、歳出です。４４ページをお願いします。 

 １款総務費１項総務管理費３目医師住宅建設費に７,６２３万１,０００円を追加するも

のでございます。内容につきましては、医師住宅新築事業に要する経費を追加するもので

ございますが、医師の住環境整備の一環といたしまして、医師住宅を新築するために必要

な費用、医師住宅新築工事費７,０６４万５,０００円、実施設計業務委託料５５２万３,

０００円、確認申請手数料６万３,０００円をそれぞれ追加するものでございます。 

 なお、別冊参考資料の１ページ、資料１に医師住宅新築平面図がございますので、後ほ

どごらんいただき、参考にしていただければと思います。 

 また、この補正予算につきましては、９月５日開催の第５回国保運営協議会に諮問し、

原案のとおり答申をいただいているものでございますことを御報告させていただきます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（村山修一君） 説明が終わりましたので、質疑を許します。質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村山修一君） なければ、これで質疑を終わります。 

 これから、議案第３２号を採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 議案第３２号診療所会計補正予算は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願い

ます。 

（賛成者起立） 

○議長（村山修一君） 起立総員です。 

 したがって、日程第１１ 議案第３２号平成２３年度目梨郡羅臼町国民健康保険診療所

事業特別会計補正予算は、原案のとおり可決されました。 
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──────────────────────────────────── 

◎日程第１２ 議案第３３号 羅臼町町税条例の一部を改正する条例制定に 

ついて 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第１２ 議案第３３号羅臼町町税条例の一部を改正する条例

制定についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 税務財政課長。 

○税務財政課長（野理幸文君） 議案の４６ページをお願いいたします。 

 議案第３３号羅臼町町税条例の一部を改正する条例制定についてであります。 

 羅臼町町税条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定するものでございます。 

 ４７ページをお願いいたします。 

 羅臼町町税条例の一部を改正する条例。 

 ここで、改正理由を申し上げます。 

 このたびの改正につきましては、本年６月３０日公布されました、現下の厳しい経済状

況及び雇用情勢に対応して税制の整備を図るための地方税法等の一部を改正する法律第８

３号に伴い、羅臼町町税条例のそれぞれ関連する条項等の改正並びに条文の整理を行うも

のでございます。 

 それでは、改正の内容を別冊として配付してございます、説明資料を使いまして御説明

させていただきますが、改正条項ごとの説明は割愛し、改正要旨と適用関係について申し

上げ、提案理由の説明とさせていただきますので、特段の御理解を賜りたいと存じます。 

 また、別に参考資料としまして、新旧対照表も用意しておりますので、後ほどお目通し

をお願いいたします。 

 それでは、別冊、羅臼町町税条例の一部を改正する条例制定、説明資料の１ページをお

開き願います。 

 主な改正要旨でございます。 

 １番目は、租税罰則の見直しです。 

 平成２２年度及び平成２３年度の国税の罰則の見直しを踏まえ、町税に関する罰則につ

いて見直しを行うものでございます。それぞれ条例に規定しております第２６条の町民税

の納税管理人に係る不申告に関する過料から、第１５１条の入湯税の特別徴収義務者に係

る帳簿記載の義務違反等までのそれぞれ１２項目について、新設も含め、過料及び罰金刑

を現行の「３万円」以下から「１０万円」以下に改正するものでございます。 

 なお、適用日につきましては、公布の日から起算して二月を経過した日から適用するも

のでございます。 

 次に、２番目は、寄附金税額控除の拡充でございます。 

 今回の改正では、地域で活動するＮＰＯ法人への支援をする趣旨で、新たに認定ＮＰＯ
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法人以外のＮＰＯ法人への寄附金であっても、町が条例において個別に指定することによ

り、個人住民税の寄附金税額控除の対象とすることができることとするものであります。 

 ここで、羅臼町には３団体のＮＰＯ法人が存在しますが、指定の基準となります、住民

の福祉の増進に寄与するＮＰＯ法人は１団体でございます。先般、この指定対象となりま

す法人名、特定非営利活動法人ゆとりステーションから指定の申し出を受け、内部で協議

をした結果、地域において活動するＮＰＯ法人に対し税制面から支援すべく、このたび新

たに指定をさせていただくものでございます。 

 次は、適用下限額の引き下げであります。 

 国税同様、個人住民税の寄附金税額控除の適用下限額を現行「５,０００円」から「２,

０００円」に引き下げ、控除を受けやすくするものでございます。 

 なお、この改正は、平成２３年度中の寄附金から対象とし、平成２４年度分の個人住民

税から適用するものでございます。 

 以上、羅臼町町税条例の一部を改正する条例制定についての主な改正要旨につきまして

御説明を申し上げ、提案理由の説明にかえさせていただきます。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（村山修一君） 説明が終わりましたので、質疑を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村山修一君） なければ、これで質疑を終わります。 

 これから、議案第３３号を採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 議案第３３号町税条例の一部改正は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願い

ます。 

（賛成者起立） 

○議長（村山修一君） 起立総員です。 

 したがって、日程第１２ 議案第３３号羅臼町町税条例の一部を改正する条例制定につ

いては、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１３ 議案第３４号 羅臼町国民健康保険診療所設置条例の一部を 

改正する条例制定について 

◎日程第１４ 議案第３５号 羅臼町国民健康保険診療所基金の設置管理及 

び処分に関する条例の一部を改正する条例制 

定について 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第１３ 議案第３４号羅臼町国民健康保険診療所設置条例の

一部を改正する条例制定について、及び日程第１４ 議案第３５号羅臼町国民健康保険診

療所基金の設置管理者及び処分に関する条例の一部を改正する条例制定についての２件を
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一括議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 診療所事務長。 

○診療所事務長（工藤勝利君） それでは、議案の５５ページをお願いいたします。 

 議案第３４号羅臼町国民健康保険診療所設置条例の一部を改正する条例制定についてで

ございます。 

 羅臼町国民健康保険診療所設置条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定するもの

でございます。 

 ５６ページをお願いいたします。 

 羅臼町国民健康保険診療所設置条例の一部を改正する条例。 

 羅臼町国民健康保険診療所設置条例の一部を次のように改正するものでございます。 

 改正の趣旨につきましては、２点ございます。１点目は、平成２４年４月１日から羅臼

町国民健康保険診療所の名称を変更するために必要となる条文の改正でございます。２点

目は、平成２４年４月１日から羅臼町国民健康保険診療所が指定管理者制度を導入する予

定であることから、指定管理者に管理を行わせることを可能とするために必要となる条文

の改正を行うものでございます。 

 改正条文につきましては、題名中「羅臼町国民健康保険診療所」を「知床らうす国民健

康保険診療所」に改める。 

 第１条中「羅臼町国民健康保険診療所」を「知床らうす国民健康保険診療所」に改め

る。 

 第７条第２項中「羅臼町国民健康保険診療所」を「知床らうす国民健康保険診療所」に

改める。 

 第１１条を削り、第１２条を第１３条とし、第１０条の次に次の２条を加える。 

 第１１条、町長は、地方自治法第２４４条の２第３項の規定により、診療所の管理を法

人その他の団体であって町長が指定するものに行わせることができる。 

 第２項、前項の規定により、指定管理者に管理を行わせる場合の当該指定管理者が行う

業務は、次に掲げる業務とする。 

 第１号、第５条各号に規定する診療に関する業務。 

 第２号、診療所施設及び設備の維持管理に関する業務。 

 第３号、前２号に掲げるもののほか、町長が必要と認める業務。 

 第３項、第１項の規定により、指定管理者に管理を行わせる場合にあっては、第７条及

び第１０条の規定中「町長」とあるのは指定管理者として、これらの規定に適用する。 

 第１２条、町長は、地方自治法第２４４条の２第８項の規定により、診療所の使用料及

び手数料を指定管理者の収入として収受させることができる。 

 別記様式中「羅臼町国民健康保険診療所」を「知床らうす国民健康保険診療所」に改め

るものでございます。 
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 附則といたしまして、この条例は、平成２４年４月１日から施行するものでございま

す。 

 なお、この条例改正につきましては、９月５日開催の第５回国保運営協議会に諮問し、

原案のとおり答申をいただいているものでございますことを報告いたします。 

 また、別冊の参考資料２２ページ、資料３に羅臼町国民健康保険診療所設置条例の一部

改正新旧対照表を載せてございますので、後ほどお目通しいただければと思います。 

 続きまして、５７ページ、議案第３５号羅臼町国民健康保険診療所基金の設置管理及び

処分に関する条例の一部を改正する条例制定についてでございます。 

 羅臼町国民健康保険診療所基金の設置管理及び処分に関する条例の一部を改正する条例

を別紙のとおり制定するものでございます。 

 ５８ページをお願いいたします。 

 羅臼町国民健康保険診療所基金の設置管理及び処分に関する条例の一部を改正する条

例。 

 羅臼町国民健康保険診療所基金の設置管理及び処分に関する条例の一部を次のように改

正する。 

 改正の趣旨等につきましては、羅臼町国民健康保険診療所設置条例の一部改正の説明の

とおり、平成２４年４月１日から名称を変更するために必要となる条文の改正を行うもの

でございます。 

 改正条文につきましては、題名中「羅臼町国民健康保険診療所」を「知床らうす国民健

康保険診療所」に改める。 

 第１条中「羅臼町国民健康保険診療所」を「知床らうす国民健康保険診療所」に改め

る。 

 附則として、この条例は、平成２４年４月１日から施行するものでございます。 

 なお、この条例改正につきましても、９月５日開催の第５回国保運営協議会に諮問し、

原案のとおり答申をいただいているところでございますので、御報告をさせていただきま

す。 

 また、別冊の参考資料２５ページに資料４、羅臼町国民健康保険診療所基金の設置管理

及び処分に関する条例の一部改正新旧対照表を載せてございますので、後ほどお目通しい

ただければと思います。 

 以上でございます。よろしくどうぞお願いいたします。 

○議長（村山修一君） 説明が終わりましたので、質疑を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村山修一君） なければ、これで質疑を終わります。 

 これから、議案第３４号及び議案第３５号の２件を採決します。 

 この採決は、１件ずつ起立によって行います。 

 議案第３４号診療所設置条例の一部改正は、原案のとおり決定することに賛成の方は起
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立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（村山修一君） 起立総員です。 

 したがって、日程第１３ 議案第３４号羅臼町国民健康保険診療所設置条例の一部を改

正する条例制定については、原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第３５号診療所基金の設置管理及び処分に関する条例の一部改正は、原案の

とおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（村山修一君） 起立総員です。 

 したがって、日程第１４ 議案第３５号羅臼町国民健康保険診療所基金の設置管理及び

処分に関する条例の一部を改正する条例制定については、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１５ 議案第３６号 公の施設に係る指定管理者の指定について 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第１５ 議案第３６号公の施設に係る指定管理者の指定につ

いてを議題とします。 

 この説明に当たっては、議員各位から了承をいただいておりますので、議案の趣旨説明

と指定管理者の概要について、簡単明瞭に説明願います。 

 提案理由の説明を求めます。 

 企画振興課参事。 

○企画振興課参事（佐藤行広君） それでは、５９ページをお願いいたします。 

 議案第３６号公の施設に係る指定管理者の指定についてでございます。 

 公の施設に係る指定管理者を次のとおり指定したいので、地方自治法第２４４条の２第

６項の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 指定管理者の管理を行わせる公の施設の名称及び所在地でございまして、名称は羅臼町

国民健康保険診療所、所在地は目梨郡羅臼町栄町１００番地８３。 

 指定管理者。名称は社会医療法人孝仁会、代表者、理事長齋藤孝次、所在地は釧路市芦

野１丁目２７番１号。 

 指定の期間は、平成２４年４月１日から平成２９年３月３１日まででございます。 

 今回の羅臼町国民健康保険診療所に係る指定管理者の指定につきましては、医師不足の

深刻化や経営改善の必要性など諸問題を抱える地域医療において、社会医療法人に公設診

療所の運営を担っていただくことにより、良質かつ適切な医療を効率的に提供するもので

あります。 

 指定管理者であります社会医療法人孝仁会は、道東地区で唯一の社会医療法人であり、

孝仁会記念病院を初めとする道内８医療機関のほか、釧路市などにおきまして訪問看護ス

テーションや地域包括支援センターなどの介護事業所を運営しております。また、ドク
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ターヘリの受け入れ機関連携病院となっているほか、地域連携部を設置し、地域医療機関

との病診連携や管内の町立病院との間に遠隔画像診断を導入するなど、僻地医療、地域医

療に積極的に取り組んでいる法人であります。 

 運営につきましては、参考資料の事業計画の基本方針にありますとおり、羅臼町の医療

ビジョンに沿った安定的な医療サービスを提供するとともに、法人の経営ノウハウを生か

した効率的な経営により持続可能な地域医療の実現を目指すものでございます。 

 なお、詳細につきましては、お手元の別添参考資料の１から４をごらんいただきたいと

思います。 

 また、この指定管理者の指定につきましては、８月３０日開催の指定管理者選考委員会

において、社会医療法人孝仁会が指定管理者として適当であるとの答申を経て、９月５日

開催の第５回国保運営協議会に諮問し、原案のとおり答申をいただいているものでござい

ますことを御報告させていただきます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（村山修一君） 説明が終わりましたので、質疑を許します。 

 ２番田中良君。 

○２番（田中 良君） この協定に関しまして、１件、ちょっと質問をしたいと思いま

す。 

 我が診療所につきまして今建設中なのですけれども、この契約書によりますと４月１日

からとなっております。現在の改築している診療所が４月１日に間に合うか間に合わない

か、ぎりぎりの形で進行しているところでありますけれども、これが４月１日に供用でき

ないとする過程におきまして、１日からこのまま孝仁会のほうで旧体制でやってもらえる

という考え方でよろしいのでしょうか。その１点をちょっとお聞きしたいと思います。 

○議長（村山修一君） 副町長。 

○副町長（鈴木日出男君） 基本的には、協定は４月１日からということでございまし

て、もし工事がおくれるようなことがあれば、この診察に当たっては、工事が竣工後とい

うことになります。あくまでも協定は４月１日からということでありまして、準備室も設

けながら移行していくということでありますので、工事竣工後に、その診療運営に当たっ

ていただくということで、今打ち合わせをしているところでございます。 

 以上です。 

○議長（村山修一君） 田中君。 

○２番（田中 良君） ということは、新しい診療所での再開というとらえ方でよろしい

ということですね。その確認を１点。 

○議長（村山修一君） 副町長。 

○副町長（鈴木日出男君） そのとおりでございます。 

○議長（村山修一君） ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（村山修一君） なければ、これで質疑を終わります。 

 これから、議案第３６号を採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 議案第３６号指定管理者の指定については、原案のとおり決定することに賛成の方は起

立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（村山修一君） 起立総員です。 

 したがって、日程第１５ 議案第３６号公の施設に係る指定管理者の指定については、

原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１６ 認定第 １号 平成２２年度目梨郡羅臼町一般会計歳入 

歳出決算認定について 

◎日程第１７ 認定第 ２号 平成２２年度目梨郡羅臼町国民健康保険 

事業特別会計歳入歳出決算認定について 

    ◎日程第１８ 認定第 ３号 平成２２年度目梨郡羅臼町介護保険事業 

特別会計歳入歳出決算認定について 

    ◎日程第１９ 認定第 ４号 平成２２年度目梨郡羅臼町老人保健事業 

特別会計歳入歳出決算認定について 

    ◎日程第２０ 認定第 ５号 平成２２年度目梨郡羅臼町後期高齢者医 

療事業特別会計歳入歳出決算認定につい 

て 

    ◎日程第２１ 認定第 ６号 平成２２年度目梨郡羅臼町国民健康保険 

診療所事業特別会計歳入歳出決算認定に 

ついて 

    ◎日程第２２ 認定第 ７号 平成２２年度目梨郡羅臼町水道事業会計 

歳入歳出決算認定について 

    ◎日程第２３ 報告第１５号 平成２２年度決算に基づく健全化判断比 

率の報告について 

    ◎日程第２４ 報告第１６号 平成２２年度決算に基づく資金不足比率 

の報告について 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第１６ 認定第１号平成２２年度目梨郡羅臼町一般会計歳入

歳出決算認定から、日程第２２ 認定第７号平成２２年度目梨郡羅臼町水道事業会計歳入

歳出決算認定及び日程第２３ 報告第１５号平成２２年度決算に基づく健全化判断比率の

報告、日程第２４ 報告第１６号平成２２年度決算に基づく資金不足比率の報告について

の９件を一括議題とします。 
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 この説明に当たっては、議員各位から了承をいただいておりますので、総括表で簡単明

瞭に説明願います。 

 提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

○議長（村山修一君） 副町長。 

○副町長（鈴木日出男君） ただいま一括上程されました９件のうち７件は、議案の６１

ページの認定第１号から、議案の６７ページ、認定第７号の２２年度各会計歳入歳出決算

を監査委員の意見を付して認定するものでありまして、ただいま議長から簡潔にというお

話がありましたので、参考資料の平成２２年度目梨郡羅臼町各会計歳入歳出決算総括表に

よって説明をさせていただきたいと思います。 

 なお、決算数値の説明につきましては、収入済額、不納欠損額、収入未済額、支出済

額、翌年度繰越額、歳入歳出差引残額のみとさせていただきたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

 では、参考資料の２６ページをお願いいたします。 

 認定第１号一般会計でございます。 

 収入済額４０億６,８４９万７,３７５円。不納欠損額１,２１８万２,１７３円、これは

町税でございます。収入未済額２億５,１５１万２,５２２円、町税あるいは使用料でござ

います。支出済額３９億４,１６８万１,０５３円。翌年度繰越額７,３０３万１,０００

円、これにつきましては、第２回定例会におきまして、それぞれ報告をさせていただいて

いる数値でございます。歳入歳出差引残額１億２,６８１万６,３２２円の黒字となってご

ざいます。 

 認定第２号でございます。国民健康保険事業特別会計。 

 収入済額１１億８,２９１万２,５０９円。不納欠損額３,８４３万２,８１７円、保険税

でございます。収入未済額２億４,８６９万９,９０６円、保険税でございます。支出済額

１１億５,８２７万２,３６５円。歳入歳出差引残額２,４６４万１４４円の黒字でござい

ます。 

 認定第３号介護保険事業特別会計でございます。 

 収入済額３億１,６８７万１,６８１円。収入未済額７７０万９,７００円、保険料でご

ざいます。支出済額３億１,６７７万９,７６７円。歳入歳出差引残額９万１,９１４円の

黒字でございます。 

 認定第４号老人保健事業特別会計。 

 収入済額１４１万２,５５９円。支出済額１４１万２,５５９円。この会計につきまして

は、この年度で会計閉鎖となるものでございます。 

 認定第５号後期高齢者医療事業特別会計でございます。 

 収入済額４,７６８万２,９５３円。不納欠損額１４万６,６００円、保険料でございま

す。収入未済額９万３００円、保険料でございます。支出済額４,６９７万３,７５３円。
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歳入歳出差引残額７０万９,２００円の黒字でございます。 

 認定第６号国民健康保険診療所事業特別会計でございます。 

 収入済額３億２,０７０万９,８７１円でございます。収入未済額２８３万２,６３８

円、診療収入でございます。支出済額３億１,５９７万９,５５８円。翌年度繰越額２,４

１８万円、診療所の改築に伴うものでございます。歳入歳出差引残額４７３万３１３円の

黒字でございます。 

 ２７ページをお願いいたします。 

 認定第７号水道事業会計でございます。 

 収益的収入及び支出でございます。収入決算額２億５,８１１万５,０３３円でございま

す。支出決算額２億２,１２１万３,１４１円。差引過不足額３,６９０万１,８９２円の黒

字でございます。 

 資本的収入及び支出でございます。収入決算額７９万３,０００円でございます。支出

決算額１億１,１２０万３,７９６円。過不足額は１億１,０４１万７９６円の不足となっ

てございます。 

 なお、この資本的収入額が資本的支出額に対し不足する１億１,０４１万７９６円につ

きましては、当年度の損益勘定に留保資金で補てん済みでございます。 

 次に、議案の１０ページをお願いいたします。 

 報告第１５号平成２２年度決算に基づく健全化判断比率の報告でございます。 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定により、次のとおり報告

するものでございます。 

 １１ページをお願いいたします。 

 平成２２年度決算に基づく健全化判断比率。 

 実質赤字比率、連結実質赤字比率につきましては、各会計、赤字決算となっておりませ

んので、比率は出てきておりません。 

 実質公債費比率１２.９％、将来負担比率８３.８％で、ともに基準以下であります。 

 したがいまして、すべてにおいて早期健全化基準、財政再生基準をクリアしているもの

でございます。 

 １２ページをお願いいたします。 

 報告第１６号でございます。平成２２年度決算に基づく資金不足比率の報告でございま

す。 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定により、次のとおり報

告するものでございます。 

 １３ページをお願いいたします。 

 平成２２年度決算に基づく資金不足比率。 

 会計名は水道事業会計でございます。この会計において資金不足が生じておりませんの

で、比率は出ておりません。 
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 したがいまして、経営健全化基準をクリアしているものでございます。 

 議会に報告後、町民にも広く公表をすることといたしております。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（村山修一君） 説明が終わりました。 

 日程第２３ 報告第１５号平成２２年度決算に基づく健全化判断比率の報告、日程第２

４ 報告第１６号平成２２年度決算に基づく資金不足比率の報告については、受理いたし

ました。 

 お諮りします。 

 各会計の歳入歳出決算については、各常任委員会より２名、計４名で構成する羅臼町各

会計決算特別委員会を設置し、この特別委員会に付託して審査することにしたいと思いま

す。御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村山修一君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本件については、４名の委員で構成する羅臼町各会計決算特別委員会を設

置し、この特別委員会に付託して審査することに決定しました。 

 お諮りします。 

 ただいま設置されました羅臼町各会計決算特別委員会の委員の選任については、各常任

委員会より２名を選出していただき、議長において指名したいと思います。御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村山修一君） 異議なしと認めます。 

 各常任委員会での委員の選任をお願いします。 

 総務民生常任委員会は正副議長室、経済文教常任委員会は第１委員会室でお願いしま

す。 

 決算特別委員選出のため、暫時休憩します。 

午後 ３時００分 休憩 

────────────── 

午後 ３時０７分 再開 

○議長（村山修一君） 再開します。 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 ただいま休憩中に決算特別委員が選出されましたので、事務局長より報告させます。 

 事務局長。 

○議会事務局長（寺澤哲也君） それでは、決算特別委員を御報告申し上げます。 

 総務民生常任委員会から、佐藤晶議員、田中良議員。 

 経済文教常任委員会から、鹿又政義議員、髙村和史議員。 

 以上でございます。 



― 61 ― 

○議長（村山修一君） ただいま事務局長より報告のとおり指名したいと思います。御異

議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村山修一君） 異議なしと認めます。 

 したがって、ただいま指名しましたとおり、羅臼町各会計決算特別委員会の委員に選任

することに決定しました。 

 委員会条例第７条第２項の規定により、委員会において正副委員長の互選を願います。 

 正副議長室でお願いします。 

 正副委員長互選のため、暫時休憩します。 

午後 ３時０８分 休憩 

────────────── 

午後 ３時１３分 再開 

○議長（村山修一君） 再開します。 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 諸般の報告をします。 

 休憩中に、委員会において委員長並びに副委員長の互選が行われ、その結果が議長の手

元に参りました。 

 羅臼町各会計決算特別委員会委員長に佐藤晶君、副委員長に鹿又政義君。 

 以上のとおり互選された旨、報告がありました。 

 ただいま、委員長より閉会中の継続審査の議決の申し出がありましたので、これを許し

ます。 

 委員長佐藤晶君。 

○８番（佐藤 晶君） ただいま本特別委員会において付託されました認定第１号から認

定第７号の平成２２年度目梨郡羅臼町各会計歳入歳出決算認定は、会期が本日１日なの

で、閉会中の継続審議の議決をお願いいたしたいと思いますので、よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（村山修一君） お諮りします。 

 ただいま羅臼町各会計決算特別委員会委員長から、閉会中の継続審査の申し出がありま

したが、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村山修一君） 異議なしと認めます。 

 したがって、日程第１６ 認定第１号平成２２年度目梨郡羅臼町一般会計歳入歳出決算

認定から、日程第２２ 認定第７号平成２２年度目梨郡羅臼町水道事業会計歳入歳出決算

認定についての７件を、羅臼町各会計決算特別委員会に付託し、閉会中の継続審査とする

ことに決定しました。 

──────────────────────────────────── 
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◎日程第２５ 発議第６号 羅臼町議会委員会条例の一部を改正する 

条例制定について 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第２５ 発議第６号羅臼町議会委員会条例の一部を改正する

条例制定についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 田中良君。 

○２番（田中 良君） 発議第６号羅臼町議会委員会条例の一部を改正する条例制定につ

いて。 

 羅臼町議会委員会条例（平成２年条例第１８号）の一部を改正する条例を地方自治法第

１１２条及び会議規則第１３条の規定により提出する。 

 平成２３年９月１５日提出、羅臼町議会議長、村山修一殿。 

 提出者、羅臼町議会議員、田中良。賛成者、羅臼町議会議員、髙村和史、同じく坂本志

郎、同じく湊屋稔。 

 羅臼町議会委員会条例の一部を改正する条例。 

 羅臼町議会委員会条例（平成２年羅臼町条例第１８号）の一部を次のように改正する。 

 第２条第１号中「総務企画財政課、税務課、」を「企画振興課、総務課、税務財政

課、」に、「町民生活課、」を「環境生活課、」に改め、同条第２号中「環境管理課、」

を削る。 

 附則。施行期日。 

 この条例は、公布の日から施行する。 

 提出理由。 

 平成２３年６月１日実施の町の機構改革に伴い、常任委員会の所管事項を変更するた

め、条例改正を要するので本案を提出するものである。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（村山修一君） 説明が終わりましたので、質疑を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村山修一君） なければ、これで質疑を終わります。 

 これから、発議第６号を採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 発議第６号議会委員会条例の一部改正は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立

願います。 

（賛成者起立） 

○議長（村山修一君） 起立総員です。 

 したがって、日程第２５ 発議第６号羅臼町議会委員会条例の一部を改正する条例制定

については、原案のとおり可決されました。 
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──────────────────────────────────── 

◎日程第２６ 発議第７号 釧路・根室地域における看護専門学校の早期 

開設等に関する意見書 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第２６ 発議第７号釧路・根室地域における看護専門学校の

早期開設等に関する意見書を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 小野哲也君。 

○５番（小野哲也君） 発議第７号釧路・根室地域における看護専門学校の早期開設等に

関する意見書。 

 上記の議案を会議規則第１３条の規定により別紙のとおり提出する。 

 平成２３年９月１５日提出、羅臼町議会議長、村山修一殿。 

 提出者、羅臼町議会議員、小野哲也。賛成者、羅臼町議会議員、坂本志郎、同、田中

良、同、湊谷稔。 

 釧路・根室地域における看護専門学校の早期開設等に関する意見書。 

 釧路・根室管内においては看護師が不足しており、各市町村の医療機関をはじめ、介護

サービスを提供する事業所などにとっても人材の確保は大きな課題となっているところで

ある。 

 本地域の医療や介護サービスを支えるには、施設等の充実と支援体制の構築が必要であ

るが、こうした環境が整ったとしても、それを担う人材がないとその推進は不可能とな

る。 

 このことから地域における人材は、地域の医療機関等で育成し確保する仕組みづくりが

必要不可欠であり、看護師を養成する専門学校の開設が急務となっている。 

 また、その開校にあたっては、釧路・根室管内の市町村からの推薦枠を設け、卒業後は

地元で地域医療や福祉に携わる貴重な人材を育成する場となることが強く求められてい

る。 

 このように、地域で人材を養成し確保することが、釧路・根室地域の医療と福祉の増進

を図る上で最も重要であることから、次の事項について要望する。 

 記。 

 １、地域医療体制及び地域福祉体制を維持し看護師確保のために支援すること。 

 ２、釧路・根室地域への「看護専門学校」早期開設に向けて支援すること。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 平成２３年９月１５日、北海道羅臼町議会議長、村山修一。 

 よろしくお願いします。 

○議長（村山修一君） 説明が終わりましたので、質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（村山修一君） これで、質疑を終わります。 

 これから、発議第７号を採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 発議第７号は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（村山修一君） 起立総員です。 

 したがって、日程第２６ 発議第７号釧路・根室地域における看護専門学校の早期開設

等に関する意見書は、原案のとおり可決されました。 

 本意見書は、本議会において関係機関に送付することに決定しました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第２７ 発議第８号 国民健康保険に対する国庫負担の増額を 

求める意見書 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第２７ 発議第８号国民健康保険に対する国庫負担の増額を

求める意見書を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 坂本志郎君。 

○６番（坂本志郎君） 発議第８号国民健康保険に対する国庫負担の増額を求める意見

書。 

 上記の議案を会議規則第１３条の規定により別紙のとおり提出する。 

 平成２３年９月１５日提出、羅臼町議会議長、村山修一殿。 

 提出者、羅臼町議会議員、坂本志郎。賛成者、羅臼町議会議員、田中良、同、湊屋稔。 

 国民健康保険に対する国庫負担の増額を求める意見書。 

 国民健康保険の主な財源は、国、都道府県及び保険者の負担金及び被保険者の保険料か

ら成り立っている。 

 皆保険の基礎をなす国民健康保険は、制度設計された当時に比べ加入者は大きく変化し

ている。特に、無職者や年金生活者などの低所得者の占める割合が増加した。 

 また、国民健康保険には事業主負担に当たるものがないため、国庫負担が定められてい

るが、高齢社会の進行等に伴う医療費の増大と相まって国保会計は慢性的な赤字に陥り、

加入者の保険税（料）負担は家計の圧迫となっている。 

 このような事態に陥った大きな原因に国庫負担率の引き下げがある。政府は、昭和５９

年まで国庫負担割合としてきた４５％を、３８.５％に引き下げ、そのほか事務費負担の

廃止や助産費補助も大幅に後退させてきた。 

 その結果、国民健康保険の総収入に占める実質的な国庫負担は３０％程度まで低下して

いる。このまま放置するならば国民健康保険は制度そのものが根底から崩壊しかねない状

態である。 
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 よって、国におかれては、国民健康保険を真に社会保障として存続させ、加入者が安心

して必要な医療が受けられるようにするため、下記の事項の実現について強く要望する。 

 記。 

 １、高額医療費共同事業、保険基盤安定制度、財政安定化支援事業など国保財政基盤強

化策の拡充強化を図るとともに、国民健康保険に対する国庫負担を増額すること。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 平成２３年９月１５日。 

○議長（村山修一君） 説明が終わりました。質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村山修一君） これで、質疑を終わります。 

 これから、発議第８号を採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 発議第８号は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（村山修一君） 起立総員です。 

 したがって、日程第２７ 発議第８号国民健康保険に対する国庫負担の増額を求める意

見書は、原案のとおり可決されました。 

 本意見書は、本議会において関係機関に送付することに決定しました。 

──────────────────────────────────── 

    ◎日程第２８ 発議第９号 森林・林業・木材産業施策の積極的な展開 

に関する意見書 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第２８ 発議第９号森林・林業・木材産業施策の積極的な展

開に関する意見書を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 佐藤晶君。 

○８番（佐藤 晶君） 発議第９号森林・林業・木材産業施策の積極的な展開に関する意

見書。 

 上記の議案を会議規則第１３条の規定により別紙のとおり提出する。 

 平成２３年９月１５日提出、羅臼町議会議長、村山修一殿。 

 提出者、羅臼町議会議員、佐藤晶。賛成者、羅臼町議会議員、小野哲也、同じく髙島讓

二、同じく鹿又政義、同じく田中良。 

 森林・林業・木材産業施策の積極的な展開に関する意見書。 

 近年、地球温暖化が深刻な環境問題となる中で、森林は二酸化炭素の吸収源として、大

きな関心や期待が寄せられている。 

 しかしながら、本道の森林・林業・木材産業を取り巻く環境は依然として厳しい状況に
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あり、引き続く経済の低迷は、経営基盤の脆弱な林業・木材産業に深刻な影響をもたらし

ている。 

 このような厳しい状況の中、森林整備を着実に推進し、森林の多面的機能を持続的に発

揮するとともに、林業の安定的発展と山村の活性化を図っていくためには、「森林・林業

再生プラン」に基づき、森林施業の集約化、路網整備、人材育成等を積極的に進めるとと

もに、道産材の利用促進により、森林・林業の再生を図ることが重要である。 

 また、東北地方を中心に未曾有の被害をもたらした東日本大震災であるが、一日も早い

被災地の復旧・復興に必要であるため以下の項目を実現するよう要望する。 

 記。 

 １、東日本大震災の速やかな復興に向けて、被災した森林や木材加工施設等の早期復旧

に加え、復興木材の供給に向けた被災地域及び全国における森林・林業再生を加速化する

こと。 

 ２、今般導入される地球温暖化対策のための税の使途に森林吸収源対策や木材利用促進

を位置付けるなど森林整備推進等のための安定的な財源措置の確保による森林経営対策を

推進すること。 

 ３、間伐等森林整備の推進、持続可能な森林経営の確立に向け、森林管理・環境保全直

接支払制度による搬出間伐の推進、路網などの経営基盤整備、担い手の育成確保対策の強

化を図るとともに、森林施業の集約化や機械化の推進、森林整備経費の定額助成の導入な

ど効率的施業の推進と所有者の負担軽減を推進すること。 

 ４、低炭素社会の実現に着目した公共建築物や民間住宅・事務所等での地域材の利用を

推進するとともに、新たなエネルギー政策の転換の検討に当たって、木質バイオマスエネ

ルギーを最大限活用するなど国産材の利用拡大を推進すること。 

 ５、森林整備加速化・林業再生事業の拡充・延長により、川上・川下が一体となった森

林・林業の再生に向けた取り組みを推進すること。 

 ６、国民共有の財産である国有林については、一般会計により、公益的機能の一層の発

揮を図るとともに、森林・林業政策の推進に貢献するため、国による一体的かつ安定的な

管理運営体制を確立すること。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 平成２３年９月１５日、北海道羅臼町議会議長、村山修一。 

 よろしくお願いします。 

○議長（村山修一君） 説明が終わりました。質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村山修一君） これで、質疑を終わります。 

 これから、発議第９号を採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 発議第９号は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 
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（賛成者起立） 

○議長（村山修一君） 起立総員です。 

 したがって、日程第２８ 発議第９号森林・林業・木材産業施策の積極的な展開に関す

る意見書は、原案のとおり可決されました。 

 本意見書は、本議会において関係機関に送付することに決定しました。 

──────────────────────────────────── 

    ◎日程第２９ 発議第１０号 東日本大震災からの復旧・復興及び地域 

経済の活性化を求める意見書 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第２９ 発議第１０号東日本大震災からの復旧・復興及び地

域経済の活性化を求める意見書を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 小野哲也君。 

○５番（小野哲也君） 発議第１０号東日本大震災からの復旧・復興及び地域経済の活性

化を求める意見書。 

 上記の議案を会議規則第１３条の規定により別紙のとおり提出する。 

 平成２３年９月１５日提出、羅臼町議会議長、村山修一殿。 

 提出者、羅臼町議会議員、小野哲也。賛成者、羅臼町議会議員、坂本志郎、同、田中

良、同、湊屋稔。 

 東日本大震災からの復旧・復興及び地域経済の活性化を求める意見書。 

 本年３月１１日に発生した東日本大震災では、東北地方を中心に北海道から関東にかけ

ての広い範囲で未曾有の被害をもたらし、とうとい人命が数多く失われ、いまだ７,００

０人以上が行方不明となっている。被災された方々は、今なお不自由な避難生活を余儀な

くされており、被災者生活支援制度の拡充はもとより、新たな法制度による措置等、従来

の災害復旧支援を超えた対策が強く求められている。また、本道においても漁港、荷さば

き所などの共同利用施設を初め漁船、ホタテ・カキ等の養殖施設やアサリ養殖漁場など水

産業を中心に大きな被害を受けたところである。 

 本道経済は、平成２０年秋のリーマンショック以降の大幅な景気悪化から十分に立ち直

らないまま、このたびの大震災により被害を受け、加えてその後の自粛ムードによる消費

の落ち込みや、福島第一原子力発電所の事故による風評被害などから、観光や輸出面など

を初めとして、地域の経済・産業活動などに深刻な影響が出ており、その長期化が懸念さ

れている。 

 このような状況の中、被災地域の復興、日本経済の復興を果たしていくためには、その

原動力となる地方の各地域が、これまでと同様、またはそれ以上に活発な経済活動を展開

していく必要があり、そのためにも厳しい状況にある地域経済の立て直しが急務となって

いる。よって、国においては、被災地域における迅速、かつ強力な復旧・復興対策の推進



― 68 ― 

や福島第一原子力発電所事故の一刻も早い事態の収束はもとより、国民の生命と財産を守

る防災対策を初めとする新たな安全確保事業を国家プロジェクトとして実施することや地

域の産業と雇用が守られるよう風評被害等の払拭など、地域経済の立て直しに向けた積極

的な対策を講ずるよう、次の事項について強く要望する。 

 記。 

 １、被災地等の復興に当たっては、既存制度の枠組みを超える対策を実施するととも

に、総合的・具体的な復興ビジョンを速やかに策定すること。 

 ２、養殖施設及び漁場等の復旧・復興対策への支援を行うこと。 

 ３、風評被害を受けた中小企業者に対する金融支援の充実など、地域の産業と雇用が守

られるよう積極的な経済活性化・雇用対策を講ずること。 

 ４、日本産食品及び国内観光地の安全性に係る海外への正確な情報発信を行うこと。 

 ５、日本産食品の安全性確保のための検査体制の充実と各国の輸入規制、渡航制限に対

して適切に対応すること。 

 ６、地方自治体の財政的な負担軽減を図ること。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 平成２３年９月１５日、北海道羅臼町議会議長、村山修一。 

 よろしくお願いします。 

○議長（村山修一君） 説明が終わりました。質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村山修一君） これで、質疑を終わります。 

 これから、発議第１０号を採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 発議第１０号は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（村山修一君） 起立総員です。 

 したがって、日程第２９ 発議第１０号東日本大震災からの復旧・復興及び地域経済の

活性化を求める意見書は、原案のとおり可決されました。 

 本意見書は、本議会において関係機関に送付することに決定しました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第３０ 各委員会閉会中の所管事務調査の件 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） 日程第３０ 各委員会閉会中の所管事務調査の件を議題としま

す。 

 お諮りします。 

 各委員長から、委員会においての調査について、会議規則第７１条の規定により、お手

元に配付のとおり閉会中の所管事務調査の通知が議長に提出されておりますので、承認し
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たいと思いますが、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（村山修一君） 異議なしと認めます。 

 したがって、各委員長から提出された閉会中の所管事務調査の件は、承認することに決

定しました。 

──────────────────────────────────── 

◎閉会宣告 

──────────────────────────────────── 

○議長（村山修一君） これで、本日の日程は全部終了しました。 

 会議を閉じます。 

 平成２３年第３回羅臼町議会定例会を閉会します。 

 長時間ありがとうございました。 

午後 ３時４０分 閉会 
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